社会福祉法人福島県社会福祉協議会
喀痰吸引等研修事業実施要綱

１．目的
本要綱は、「社会福祉法及び介護福祉士法（昭和62年法律第30号。）」、「社会福祉士及び介護福祉士法施行細則（昭和62年厚生省令第49号。）」、「福島県喀痰吸引等研修（不特定多数の者対象）実施要綱」、「福島県喀痰吸引等研修（不特定多数の者対象）基本研修実施要領」並びに「福島県喀痰吸引等研修（不特定多数の者対象）実地研修実施要領」（以下、「国及び県の実施要綱等」という。）に基づき、特別養護老人ホーム等の施設及び居宅において、必要な医療的ケアをより安全に提供するため、実施する基本研修及び実地研修について、必要な事項を定める。

２．実施主体
本研修事業は、社会福祉法人福島県社会福祉協議会（以下「県社協」という。）が登録研修機関として行うものとする。

３．基本研修：受講対象者
　福島県内の救護施設、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、有料老人ホーム、グループホーム、障害児（者）施設、訪問介護事業所等に就業している介護職員を対象とする。

４．基本研修：講義
国及び県の実施要綱等に基づき50時間の講義を実施する。

５．基本研修：筆記試験による修得程度の審査方法
（１）講義について、筆記試験により、研修受講者が喀痰吸引等を安全に実施するための知識を修得していることを確認する。
（２）出題範囲は以下のとおりとする。
	研修課程
	出題範囲

	省令附則第四条別表第一の①講義
	左同

	省令附則第四条別表第二の①講義
	左同


（３）出題形式は、客観式問題（四肢択一）により行う。
（４）出題数は５０問、試験時間は９０分とする。
（５）問題作成については、県高齢福祉課の協力により作成する。
（６）総正解率が９割以上の者を合格とする。

６．基本研修：演習による技能修得の確認方法
（１）演習は、国及び県の実施要綱等に定められた内容・手順に沿って実施する。
（２）演習は、演習指導講師による評価を実施し、研修受講者が喀痰吸引等を安全に実施するための技能を修得していることを確認する。
（３）演習は、別添１－１から別添１-５の「基本研修（演習）評価票」を用いて評価する。
（４）演習の修了が認められなかった者については、再度、演習及び評価の機会（補講）を設ける。
（５）補講において全課程の合格評価が得られなかった者は、基本研修の修了を認めないこととし、再度、基本研修の全課程の研修受講を要する。

７．基本研修：修了証明書
（１）講義を適正に受講し、筆記試験に合格し、かつ演習の評価判定基準に達した場合は、基本研修に関する修了証明書を別添２により、交付する。
（２）県社協が実施した基本研修を受講した者が、基本研修に関する修了証明証の再交付が必要な場合は、別添３「喀痰吸引等研修 修了証明書申請書」に定額小為替300円及び切手を貼付した返信用封筒を添付して県社協へ申請する。
（３）県社協は、研修修了者について、修了証書番号、修了年月日、氏名、生年月日等を記載した名簿を作成し、管理する。

８．実地研修：受講対象者
実地研修の対象者は、喀痰吸引等基本研修（不特定多数の者対象）を修了し基本研修に関する修了証書等を所持している者、または社会福祉士及び介護福祉士法第４０条第２項第１号から第３号まで若しくは第５号の規定に基づく養成施設若しくは学校又は同項第４号の規定に基づく高等学校若しくは中等教育学校において医療的ケア（実地研修を除く）の科目を履修した者とする。

９．実地研修：研修先の確保
（１）実地研修の実施にあたっては、受講者の所属する施設等が国及び県の実施要綱等に基づく実地研修先を確保すること。
（２）受講者の所属する施設等以外で実地研修を実施する場合、所属する施設等は別添４「喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）に係る職員受入申込書」により、受入施設等に申込をすること。
（３）実地研修受入施設等は、別添５「喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）に係る職員受入承諾書」を受講者の所属する施設等へ送付すること。
（４）受講生の所属する施設等と実地研修受入施設等が別法人の場合は、双方の間で参考様式「喀痰吸引等実地研修 業務契約書」を参考に、契約を締結すること。

10．実地研修：実施期間
（１）実地研修は単年度内で実施することとし、複数年度に渡って実施することは認めない。
（２）受講者の所属する施設等は、実地研修開始予定日の１か月前までに県社協が求める書類を提出する。県社協は提出された書類を精査し、受講者の所属する施設等に対し実施決定を通知する。施設等はその通知を受け取ってから実地研修を開始できるものとする。
（３）実地研修は毎年度２月１５日までに修了するものとし、受講者の所属する施設等は、実地研修を修了してから１か月以内に県社協が求める書類を提出する。
（４）当該年度内に実地研修が修了しない場合は、受講者の所属する施設等は改めて次年度以降に実地研修における必要書類を提出し、県社協の決定を受けるものとする。

11．実地研修：提出書類
（１）研修開始前に提出する書類
　　①実地研修開始前に提出する書類チェックシート
　　②様式第１号　喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）実施届
　　③様式第２号　業務実施計画書
　　④様式第３号　業務計画書
　　⑤様式第４号　実地研修実施体制確認表及び各種添付書類
　　⑥その他　同法人他施設で実施する場合：別添５ 承諾書（写）
　　　　　　　別法人他施設で実施する場合：別添５ 承諾書（写）及び契約書（写）
（２）研修修了後に提出する書類
　　①実地研修修了後に提出する書類チェックシート
　　②様式第５号　業務完了報告書
　　③様式第６号　業務実績報告書
　　④別紙１　実績報告書
　　⑤別紙２－１及び２－２　実地研修 総合評価票
　　⑥別紙３－１、３－２、３－３、３－４、３－５、３－６、３－７　実地研修 評価票
　※該当項目のみ提出する
　　⑦喀痰吸引等業務（特定行為業務）ヒヤリハット・アクシデント報告書　※該当する場合に提出する

12．実地研修：実施及び技能修得の確認方法
県社協は、実地研修が適正に行われたかどうかについて、国及び県の実施要綱等に基づき、実地研修修了後に施設等から提出された書類により確認する。

13．実地研修：修了証明書
（１）国及び県の要綱等に基づき実地研修の修了に該当する場合は、研修修了者に対して修了証明書を別添６により、交付する。
（２）修了証明書の交付を受けようとする者は、別添３「喀痰吸引等研修 修了証明書申請書」に定額小為替300円及び切手を貼付した返信用封筒を添付して県社協へ申請する。
（３）実地研修に関する修了証明書の再交付が必要な場合は、別添３「喀痰吸引等研修 修了証明書申請書」に定額小為替300円及び切手を貼付した返信用封筒を添付して県社協へ申請する。
（４）県社協は、研修修了者について、修了証明書番号、修了年月日、氏名、生年月日等を記載した名簿を作成し、管理する。


　附　則
この要綱は、令和４年４月１日から施行する。

11
（様式第１号）

喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）実施届

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
社会福祉法人福島県社会福祉協議会長
会　長　　北　村　 清　士　　様

　　　　　　　　　　　　　　法　人　名
　　　　　　　　　　　　　　法人所在地
　　　　　　　　　　　　　　代表者名

下記のとおり、喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）を実施することを届けます。
	１
	事業所の名称
	

	
	事業所長名
	

	２
	事業所の
所在地
	

	３
	研修事業所名
	

	
	研修事業所の
所在地
	

	４
	研修受講者の
受入責任者名
	

	５
	事務担当者名
連絡先
	
電話番号（　　　　）　　　　　－　　　　　
ＦＡＸ　（　　　　）　　　　　－　　　　　

	６
	研修受講者の
受入時期
	令和　　　年　　　月　　　日から令和　　　年　　　月　　　日

	７
	受入可能人数
	一日あたり受入可能な人数　　　　　　　人

	８
	実地研修
指導者
	氏名
	
	資格
	
	経験
年数
	

	
	
	氏名
	
	資格
	
	経験
年数
	

	
	
	氏名
	
	資格
	
	経験
年数
	

	９
	他施設職員の受け入れ
	可
不可
	（不可の理由）



※事業所長名は、施設長名及び管理者名を記入願います。
（様式第２号）

令和　　年　　月　　日　

社会福祉法人福島県社会福祉協議会長
会　長　　北　村　 清　士　　様

法人名　　　
法人所在地　
代表者名　　

業　務　実　施　計　画　書
　
令和　　年　　月　　日付けで実施届を提出した喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）について下記により実施します。

記

１　業務名
　喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）業務

２　計画書を提出する事業所の名称


３　添付書類
（１）業務計画書（様式第３号）
（２）実地研修実施体制確認表（様式第４号）
※様式第４号の確認資料を添付する。
（３）その他参考となる資料







（様式第３号）

業　務　計　画　書
１　事業所の名称　

２　研修実施場所（事業所）名
　　同施設：
　　法人内：
　　　　　　(→承諾書が必要となります。)
　　委託先：
　　　　　 　　(→別法人に委託する場合は、承諾書と契約書が必要となります。)
３　指導者名（看護師等免許写し及び指導者養成講習等の写しを添付すること）



４　実地研修類型（選択した方に○をつけること）
　　　　第一号研修　　・　　第二号研修

５　研修協力者氏名・実施する内容（例：氏名○○ ○○、口腔内のたん吸引）
	氏名
	実地研修項目
	備考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



６　研修の実施期間　※当該年度内の記載とする。　　　
　　　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日

[bookmark: _GoBack]７　研修受講者名　※記載の誤りのないように注意すること。基本研修等の修了証を添付。
	№
	所属事業所名
	氏　名
	生年月日(和暦)

	１
	
	
	

	２
	
	
	

	３
	
	
	

	４
	
	
	

	５
	
	
	










（様式第５号）

令和　　年　　月　　日　

社会福祉法人福島県社会福祉協議会長
会　長　　北　村　 清　士　　様

法人名　　　　　　　　　　　　　　　
法人所在地　　　　　　　　　　　  
代表者名

業務完了報告書

　令和　　年　　月　　日付けで実施届を提出した喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）について下記のとおり完了しましたので報告します。

記

１　事業完了日　　　令和　　年　　月　　日

２　事業開始年月日　　　令和　　年　　月　　日

３　事業終了年月日　　　令和　　年　　月　　日

４　報告書を提出する事業所の名称


５　実地研修を行った事業所の名称




（様式第６号）

令和　　年　　月　　日

社会福祉法人福島県社会福祉協議会長
会　長　　北　村　 清　士　　様

法人名　　　
法人所在地　
代表者名　　

業務実績報告書

令和　　年　　月　　日付けで実施届を提出した喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）業務について下記のとおり実施しましたので、実績について報告します。
記

１　業務名
　喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）業務

２　報告書を提出する事業所の名称


３　添付書類
（１）実績報告書（別紙１）
（２）実地研修 総合評価票（別紙２）
（３）実地研修 評価票（別紙３）
（４）ヒヤリハット・アクシデント報告書　※該当する場合のみ




（別紙１）

実績報告書
１　報告を提出する事業所の名称


２　実地研修実施状況
1 実地研修実施施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 指導看護師氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 受講生氏名（下記表のとおり）
	受講生
氏名
	研修協力者氏名
（施設等利用者）
	研修実施
年月日
	実施したケアの内容
	備　考

	
	
	
	
	


































































（別添２）


	
第　　　号


基本研修 修了証明書

氏名　　　○○○○
生年月日　（和暦）　　年　　　月　　　日

　令和○年度社会福祉法人福島県社会福祉協議会が実施した喀痰吸引等基本研修研修（第一号・第二号研修）の講義及び演習評価を修了したことを証します。


令和 　年　　月　　日




　　　　　　　　　　　　社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
　　　　　　　　会　長　　　北　村　 清　士　　　印








（別添３）

喀痰吸引等研修 修了証明書申請書

　下記の研修を修了したことの証明書の発行をお願いします。
記
１　研修修了者氏名及び生年月日
　（１）氏　　名　　
　（２）生年月日　　
※再発行の場合のみ身分証の写しを添付する。また、再発行で氏名に変更がある場合、戸籍抄本の写し等、同一人であることを証明する書類を添付する。

２　証明書が必要な研修
（１）研修名（○を記載する）
   喀痰吸引等研修〈 基本研修 ・ 実地研修  〉

（２）修了年月　※再発行の場合のみ記載



３　証明書が必要な理由




　　令和　　年　　月　　日

社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
会　長　　北　村　 清　士　　様


　　　　　　　　　　　　申請人　氏　　名
　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号（日中の連絡先）
（送付先）
　　　　　　　　　　　　郵便番号
　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所

（別添４）

令和　　年　　月　　日

（実地研修受入施設等の長）　様

　（喀痰吸引等研修受講者の所属施設等の長）　


喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）に係る職員受入申込書

　このことについて、下記の職員について実地研修の受入れを申込みますので、ご承諾の際は別紙「喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）に係る職員受入承諾書」に記載の上、ご提出くださるようお願いします。

		記

１　受入職員氏名等
　　所属機関名：
　　氏名：　
　　生年月日：　　　　年　　　月　　　日生
　　資格：　　　

２　受入期間等
　　　期間：
　　　　※当該年度内とすること
　　　
内容：実地研修〈 第一号研修 ・ 第二号研修 〉
　※該当研修に○

研修項目：




３　依頼施設等 研修責任者氏名等
　　研修責任者氏名：
　　連絡先電話番号：


（別添５）

令和　　年　　月　　日

（喀痰吸引等研修受講者の所属施設等の長）　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実地研修受入施設等の長）
　

喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）に係る職員受入承諾書

　標記実地研修について、下記のとおり貴施設職員の受け入れを承諾します。

		記

　１　受入職員氏名等
　　　所属機関名：
　　　氏　　名：　
　　　生年月日：　　　　　年　　　月　　　日生
　　　資　　格：　

　２　受入期間等　　
　　　期間：
　　　　※当該年度内とすること
　　　
内容：実地研修〈 第一号研修 ・ 第二号研修 〉
　※該当研修に○

研修項目：




　３　受入施設等 研修責任者氏名等
　　　研修専任者名：
　　　連等先電話番号：



	第　　　号


修　了　証　明　書


氏　　名                                
生年月日　（和暦）　　　年　　　月　　　日

　あなたは、社会福祉法人福島県社会福祉協議会が実施した喀痰吸引等研修の全課程を修了したことを証します。


　　実地研修を修了した行為　（※修了した行為について○を記載する）
	
	１　口腔内の喀痰吸引

	
	　※口腔内の喀痰吸引（人工呼吸器装着者）

	
	２　鼻腔内の喀痰吸引

	
	　※鼻腔内の喀痰吸引（人工呼吸器装着者）

	
	３　気管カニューレ内部の喀痰吸引

	
	　※気管カニューレ内部の喀痰吸引（人工呼吸器装着者）

	
	４　胃ろうまたは腸ろうによる経管栄養

	
	５　経鼻経管栄養


　

令和　　年　　月　　日



社会福祉法人福島県社会福祉協議会
会　長　 北　村　 清　士　



（別添６）
【参考様式】

喀痰吸引等実地研修 業務委託契約書　（例）

１　委託業務の名称　喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）業務
２　委託の期間　着　　手　令和　　年　　月　　日から
　　　　　　　　　　履行期限　令和　　年　　月　　日まで

 上記委託業務について、委託者　喀痰吸引等研修受講者の所属施設　　　　　　（以下「甲」という。）と受託者　実地研修受入施設　　　　　　　　（以下「乙」という。）とは、次の条項により委託契約を締結する。

（委託業務の仕様等）
第１条　乙は、別紙喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）業務委託に関する仕様書（以下「仕様書」という。）に基づき、頭書の履行期限（以下「履行期限」という。）までに頭書の委託業務（以下「業務」という。）を完了しなければならない。
２　仕様書に明示されていないもので必要ある事項については、甲乙協議してこれを定める。その他軽微なものについては、乙は甲の指示に従うものとする。
（業務に係る費用）
第２条　研修実施に要する費用は、甲乙協議の上、決定する。
（権利義務の譲渡等の禁止）
第３条　乙は、書面による甲の承認を得ないで、この契約によって生じる権利及び義務をいかなる方法をもってするかを問わず、第三者に譲渡し、継承し、委任し、又は下請けさせてはならない。
（連携と協力）
第４条　甲と乙は、実地研修の実施に当たって、双方、連携と協力を図り、円滑に実地研修を行うことができるよう努めるものとする。
（業務内容の変更等）
第５条　甲は、必要があるときは、業務の内容を変更し、又は一時中止させることができる。この場合において委託料の額又は履行期限を変更する必要があるときは、甲乙協議して書面によりこれを定める。
（損害負担）
第６条　業務の実施に関し発生した損害（第三者に与えた損害を含む。）のため必要を生じた経費は乙の負担とする。ただし、その損害が甲の責めに帰すべき事由による場合においては、その損害のために生じた経費は甲が負担するものとし、その額は甲乙協議して定める。
（契約の解除）
第７条　甲は、乙が次の各号の一に該当するときは、この契約を解除することができる。


（１）履行期限内に業務が完了しないとき、又は業務を完了する見込がないと明らかに認められるとき。
（２）着手期日を過ぎても業務に着手しないとき。
（３）第３条の規定に違反したとき。
（４）乙が次のいずれかに該当するとき。
　　　イ　役員等（乙が個人である場合にはその者を、乙が法人である場合にはその役員又はその支店若しくは事務所の代表者をいう。以下この号において同じ。）が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第６号に規定する暴力団員（以下この号において「暴力団員」という。）であると認められるとき。
　　ロ　暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下この号において同じ。）又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認められるとき。
　　ハ　役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認められるとき。
　　ニ　役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認められるとき。
　　　ホ　役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められるとき。
　　ヘ　業務に使用する物品等の購入契約その他の契約に当たり、その相手方がイからホまでのいずれかに該当することを知りながら、当該者契約を締結したと認められるとき。
　　ト　乙が、イからホまでのいずれかに該当する者を業務に使用する物品等の購入契約その他の契約の相手方としていた場合（ヘに該当する場合を除く。）に、甲が乙に対して当該契約の解除を求め、乙がこれに従わなかったとき。
（５）前各号に該当する場合を除くほか、この契約に違反し、その違反によって契約の目的を達することができないと甲が認めるとき。
（秘密の保持）
第８条　乙は業務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。
（個人情報の保護）
第９条　乙はこの契約による業務を行うため個人情報を取り扱うに当たっては、別記「個人情報取扱特記事項」を守らなければならない。
（協議事項）
第10条　この契約に定めのない事項及びこの契約に定める事項に関する疑義については、必要に応じ、甲乙協議して定める。


（紛争の解決方法）
第11条　前条の規定による協議が整わない場合、この契約に関する一切の紛争に関しては、甲の所在地を管轄とする裁判所を管轄裁判所とする。


この契約の証として、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上それぞれ１通を保有する。



　令和　　年　　月　　日



　　　　　　甲（委託者）　住　所　
　　　　　　　　　　　　　法人名
　　　　　　　　　　　　　施設名
　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　公印



　　　　　　　乙（受託者）　住　所　
　　　　　　　　　　　　　　法人名
　　　　　　　　　　　　　　施設名
　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　公印


別記

個人情報取扱特記事項
　　（基本的事項）
　第１　乙は、この契約による業務（以下「業務」という。）を行うに当たっては、個人の権利利益を侵害することのないよう個人情報を適正に取り扱わなければならない。
  　（秘密の保持）
　第２　乙は、業務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。なお、この契約が終了した後においても、同様とする。
　２　乙は、業務に従事している者に対し、当該業務に関して知り得た個人情報をその在職中及び退職後においてみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならないことなど個人情報の保護に関して必要な事項を周知させるものとする。
　（収集の制限）
　第３　乙は、業務を行うために個人情報を収集するときは、当該業務の目的を達成するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。
  　（目的外利用・提供の禁止）
　第４　乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、業務に関して知り得た個人情報を契約の目的以外に利用し、又は第三者に提供してはならない。
　　（適正管理）
　第５　乙は、業務に関して知り得た個人情報の漏えい、滅失及びき損の防止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。
  　（複写・複製の禁止）
　第６　乙は、甲の承諾があるときを除き、業務を行うために甲から引き渡された個人情報が記録された資料等を複写し、又は複製してはならない。　
　　（作業場所の指定等）
　第７　乙は、業務のうち個人情報を取り扱う部分（以下「個人情報取扱事務」という。）について、甲の指定する場所で行わなければならない。
　２　乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、前項の場所から業務に関し取り扱う個人情報が記録された資料等を持ち出してはならない。
　　（資料等の返還等）
　第８　乙は、業務を行うために甲から提供を受け、又は自らが収集した個人情報が記録された資料等をこの契約の終了後直ちに甲に返還し、又は引き渡すものとする。　
　　　ただし、甲が別に指示したときは、この限りでない。
  　（事故発生時における報告）
　第９　乙は、この契約に違反する事態が生じ、又は生ずるおそれがあることを知ったときは、速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。
　　（調査等）
　第10  甲は、乙が業務に関し取り扱う個人情報の管理状況等について、実地に調査し、又は乙に対して必要な報告を求めることができる。
　　（指示）
　第11　甲は、乙が業務に関し取り扱う個人情報の適切な管理を確保するために必要な指示を行うことができる。
　　（再委託の禁止）
　第12　乙は、甲の承諾があるときを除き、個人情報取扱事務を第三者に委託してはならない。
　２　乙は、甲の承諾に基づき個人情報取扱事務を第三者に委託するときは、この契約により乙が負う個人情報の取扱いに関する義務を再委託先にも遵守させなければならない。
　　（損害賠償）
　第13　乙又は乙の従事者（乙の再委託先及び乙の再委託先の従事者を含む。）の責めに帰すべき事由により、業務に関する個人情報の漏えい、不正利用、その他の事故が発生した場合、乙はこれにより第三者に生じた損害を賠償しなければならない。
　２　前項の場合において、甲が乙に代わって第三者の損害を賠償した場合には、乙は遅滞なく甲の求償に応じなければならない。
　　（契約解除）
　第14　業務に関する個人情報について、乙による取扱いが著しく不適切であると甲が認めたときは、甲はこの契約の全部又は一部を解除することができる。この場合の違約金は契約書本文の定めるところによる。











喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）業務委託に関する仕様書

１　実施方法
（１）研修内容については、「福島県喀痰吸引等研修（不特定多数の者対象）実施要綱第４（２）イ」及び「福島県喀痰吸引等研修（不特定多数の者対象）実地研修実施要領」（以下、実地研修実施要領という。）のとおりとし、別表３に示す各ケアの種類ごとの実施回数以上の実地研修を実施すること。
（２）研修方法については、「介護職員等によるたんの吸引等の研修テキスト」の手順とする。
（３）指導及び評価については、介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修事業に係る指導者養成講習修了者または医療的ケア教員養成研修修了者が行うものとする。
（４）研修修了と認められる者は、「実地研修実施要領第11（５）評価判定方法」に示すとおりとする。
（５）評価については、「実地研修実施要領第11（６）評価判定基準」によること。
（６）配置医又は連携している医師から指導看護師に対し、書面による必要な指示があること。
（７）利用者又はその家族に対し、実地研修の実施について十分な説明を行ったうえで、書面による同意を得ること。
（８）利用者ごとに個別具体的な計画が整備されていること。
（９）ヒヤリハット・アクシデントについては、報告書を作成し、情報を共有し、速やかに改善を図ること。
（10）研修期間中は、受講者を対象とした損害賠償保険に加入し、実地研修実施要領に定める体制を整備し、安全の確保に努めること。

　２　実施期間
　　　実施期間については、　　　　年　月末日までに修了できるよう実施計画をたてること。

　３　研修対象者
　　　この研修の対象者は、下記のとおりとする。
（１）平成２３年度介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修（基本研修）を修了した者で筆記試験に合格した者。
　（２）平成２４～当年度喀痰吸引等基本研修（不特定多数の者対象）を修了した者で筆記試験に合格した者。
　（３）社会福祉士及び介護福祉士法第４０条第２項第１号から第３号まで若しくは第５号の規定に基づく養成施設若しくは学校又は同項第４号の規定に基づく高等学校若しくは中等教育学校において医療的ケア（実地研修を除く）の科目を履修した者。
image2.emf
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喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）

 

受講者名： 指導者名：

回 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

⑩

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

日 付

指導者 社協担当

○ ×

✔記載

最終３回成功確認

回 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

⑳

日 付

指導者 社協担当

○ ×

✔記載

最終３回成功確認

回 数 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

日 付

○ ×

✔記載

最終３回成功確認



回 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

⑳

日 付

指導者 社協担当

○ ×

✔記載

最終３回成功確認

回 数 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

日 付

○ ×

✔記載

最終３回成功確認

実地研修評価票の回数と日程を合わせること。【要注意】提出にあたっては、指導看護師等２人以上でダブルチェックを行うこと。

太枠の「総合評価」「✔記載」欄等には記載しないこと

№　　　　

実地研修　総合評価票

総合

評価

合 ・ 否

社協担当

印又はサイン

研修類型

※該当に○

第一号研修 ・ 第二号研修

研修実施施設名：

た

ん

の

吸

引

①

口腔内吸引

１０回以上

最終

３回

累積

成功率

最 終 ３ 回 確 認

②

鼻腔内吸引

２０回以上

最終

３回

累積

成功率

修了判定



合

･

否

印又は

サイン

印又は

サイン

合否

合否

修了判定



合

･

否

印又は

サイン

印又は

サイン

印又は

サイン

最 終 ３ 回 確 認



最 終 ３ 回 確 認

③

気管ｶﾆｭｰﾚ

内吸引

２０回以上

最終

３回

累積

成功率

合否

修了判定



合

･

否

印又は

サイン
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		（別紙２－１） ベッシ

				喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象） カクタンキュウイン トウ ジッチ ケンシュウ フトクテイ タスウ シャ タイショウ																		太枠の「総合評価」「✔記載」欄等には記載しないこと フトワク ソウゴウ ヒョウカ キサイ ラン ナド キサイ																																				№　　　　

				実地研修　総合評価票 ジッチ ケンシュウ ソウゴウ ヒョウカ ヒョウ																		総合
評価 ソウゴウ ヒョウカ				合 ・ 否 ゴウ イナ								社協担当
印又はサイン シャキョウ タントウ イン マタ										研修類型
※該当に○ ケンシュウ ルイケイ ガイトウ				第一号研修 ・ 第二号研修 ダイ イチ ゴウ ケンシュウ ダイ ニ ゴウ ケンシュウ





																																																												 

				研修実施施設名： ケンシュウ ジッシ シセツ メイ																								受講者名： ジュコウ シャ メイ														指導者名： シドウ シャ メイ



				たんの吸引		①
口腔内吸引
１０回以上 コウクウ ナイ キュウイン カイ イジョウ		回数 カイスウ		1		2		3		4		5		6		7		8		9		⑩		11		12		13		14		15		16		17		18		19		20				最終
３回 サイシュウ カイ		累積
成功率 ルイセキ セイコウリツ		合否 ゴウヒ		修了判定 シュウリョウ ハンテイ

								日付 ヒヅケ																																																		指導者 シドウシャ		社協担当 シャキョウ タントウ

								○×																																																合
･
否 ゴウ イナ		印又は
サイン イン マタ		印又は
サイン イン マタ

								✔記載 チェックキサイ

								最終３回成功確認 サイシュウ カイ セイコウ カクニン																最終３回確認 サイシュウ カイ カクニン



						②
鼻腔内吸引
２０回以上 ビクウ ナイ キュウイン カイ イジョウ		回数 カイスウ		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		⑳				最終
３回 サイシュウ カイ		累積
成功率 ルイセキ セイコウリツ		合否 ゴウヒ		修了判定 シュウリョウ ハンテイ

								日付 ヒヅケ																																																		指導者 シドウシャ		社協担当 シャキョウ タントウ

								○×																																																合
･
否 ゴウ イナ		印又は
サイン イン マタ		印又は
サイン イン マタ

								✔記載 チェックキサイ

								最終３回成功確認 サイシュウ カイ セイコウ カクニン																																				最終３回確認 サイシュウ カイ カクニン

								回数 カイスウ		21		22		23		24		25		26		27		28		29		30		31		32		33		34		35		36		37		38		39		40

								日付 ヒヅケ

								○×

								✔記載 チェックキサイ

								最終３回成功確認 サイシュウ カイ セイコウ カクニン																								 														 



						③
気管ｶﾆｭｰﾚ
内吸引
２０回以上 キカン ナイ キュウイン カイ イジョウ		回数 カイスウ		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		⑳				最終
３回 サイシュウ カイ		累積
成功率 ルイセキ セイコウリツ		合否 ゴウヒ		修了判定 シュウリョウ ハンテイ

								日付 ヒヅケ																																																		指導者 シドウシャ		社協担当 シャキョウ タントウ

								○×																																																合
･
否 ゴウ イナ		印又は
サイン イン マタ		印又は
サイン イン マタ

								✔記載 チェックキサイ

								最終３回成功確認 サイシュウ カイ セイコウ カクニン																																				最終３回確認 サイシュウ カイ カクニン

								回数 カイスウ		21		22		23		24		25		26		27		28		29		30		31		32		33		34		35		36		37		38		39		40

								日付 ヒヅケ

								○×

								✔記載 チェックキサイ

								最終３回成功確認 サイシュウ カイ セイコウ カクニン

								実地研修評価票の回数と日程を合わせること。【要注意】提出にあたっては、指導看護師等２人以上でダブルチェックを行うこと。 ジッチ ケンシュウ ヒョウカヒョウ カイスウ ニッテイ ア ヨウ チュウイ テイシュツ シドウ カンゴ シ トウ ニン イジョウ オコナ
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喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象）

 

受講者名： 指導者名：

回 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

⑳

日 付

指導者 社協担当

種 類

滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半

○ ×

✔記載

最終３回成功確認

回 数 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

日 付

種 類

滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半 滴・半

○ ×

✔記載

最終３回成功確認



回 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

⑳

日 付

指導者 社協担当

○ ×

✔記載

最終３回成功確認

回 数 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

日 付

○ ×

✔記載

最終３回成功確認



実地研修評価票の回数と日程を合わせること。【要注意】提出にあたっては、指導看護師等２人以上でダブルチェックを行うこと。

最 終 ３ 回 確 認

累積

成功率

合否

修了判定



合

･

否

印又は

サイン

印又は

サイン

研修実施施設名：

経

管

栄

養

④

胃ろう又は

腸ろう

２０回以上



※半固形実

施の場合、半

固形10回以

内、滴下10回

以上

最終

３回

累積

成功率

最 終 ３ 回 確 認

※半固形化栄養剤を使用する場合は、実施

回数２０回以上のうち、１０回以上を滴下

型の栄養剤で実施する。

⑤

経鼻

２０回以上

最終

３回

修了判定



合

･

否

印又は

サイン

印又は

サイン

合否

太枠の「総合評価」「✔記載」欄等には記載しないこと

№　　　　

実地研修　総合評価票

総合

評価

合 ・ 否

社協担当

印又はサイン

研修類型

※該当に○

省令別表

第一号研修 ・ 第二号研修
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		（別紙２－２） ベッシ

				喀痰吸引等実地研修（不特定多数の者対象） カクタンキュウイン トウ ジッチ ケンシュウ フトクテイ タスウ シャ タイショウ																		太枠の「総合評価」「✔記載」欄等には記載しないこと フトワク ソウゴウ ヒョウカ キサイ ラン ナド キサイ																																				№　　　　

				実地研修　総合評価票 ジッチ ケンシュウ ソウゴウ ヒョウカ ヒョウ																		総合
評価 ソウゴウ ヒョウカ				合 ・ 否 ゴウ イナ								社協担当
印又はサイン シャキョウ タントウ イン マタ								研修類型
※該当に○ ケンシュウ ルイケイ ガイトウ				省令別表
第一号研修 ・ 第二号研修 ショウレイ ベツ ヒョウ ダイ イチ ゴウ ケンシュウ ダイ ニ ゴウ ケンシュウ





																																																												 

				研修実施施設名： ケンシュウ ジッシ シセツ メイ																								受講者名： ジュコウ シャ メイ														指導者名： シドウ シャ メイ



				経管栄養		④
胃ろう又は
腸ろう
２０回以上

※半固形実施の場合、半固形10回以内、滴下10回以上 マタ カイ イジョウ ハンコケイ ジッシ バアイ ハンコケイ カイ イナイ テキカ カイイジョウ		回数 カイスウ		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		⑳				最終
３回 サイシュウ カイ		累積
成功率 ルイセキ セイコウリツ		合否 ゴウヒ		修了判定 シュウリョウ ハンテイ

								日付 ヒヅケ																																																		指導者 シドウシャ		社協担当 シャキョウ タントウ

								種類 シュルイ		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン								合
･
否 ゴウ イナ		印又は
サイン イン マタ		印又は
サイン イン マタ

								○×

								✔記載 チェックキサイ

								最終３回成功確認 サイシュウ カイ セイコウ カクニン																																				最終３回確認 サイシュウ カイ カクニン

								回数 カイスウ		21		22		23		24		25		26		27		28		29		30		31		32		33		34		35		36		37		38		39		40				※半固形化栄養剤を使用する場合は、実施回数２０回以上のうち、１０回以上を滴下型の栄養剤で実施する。 ハン コケイ カ エイヨウザイ シヨウ バアイ ジッシ カイスウ カイ イジョウ カイ イジョウ テキカ ガタ エイヨウザイ ジッシ

								日付 ヒヅケ

								種類 シュルイ		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン		滴・半 シズク ハン

								○×

								✔記載 チェックキサイ

								最終３回成功確認 サイシュウ カイ セイコウ カクニン																								 														 



						⑤
経鼻
２０回以上 カイ イジョウ		回数 カイスウ		1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		⑳				最終
３回 サイシュウ カイ		累積
成功率 ルイセキ セイコウリツ		合否 ゴウヒ		修了判定 シュウリョウ ハンテイ

								日付 ヒヅケ																																																		指導者 シドウシャ		社協担当 シャキョウ タントウ

								○×																																																合
･
否 ゴウ イナ		印又は
サイン イン マタ		印又は
サイン イン マタ

								✔記載 チェックキサイ

								最終３回成功確認 サイシュウ カイ セイコウ カクニン																																				最終３回確認 サイシュウ カイ カクニン

								回数 カイスウ		21		22		23		24		25		26		27		28		29		30		31		32		33		34		35		36		37		38		39		40

								日付 ヒヅケ

								○×

								✔記載 チェックキサイ

								最終３回成功確認 サイシュウ カイ セイコウ カクニン																								 														 

								実地研修評価票の回数と日程を合わせること。【要注意】提出にあたっては、指導看護師等２人以上でダブルチェックを行うこと。 ジッチ ケンシュウ ヒョウカヒョウ カイスウ ニッテイ ア ヨウ チュウイ テイシュツ シドウ カンゴ シ トウ ニン イジョウ オコナ
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ア

イ

エ１人での実施を任せられるレベルにはない。

実施手順

評価の視点

回目 回目 回目 回目 回目

／ ／ ／ ／ ／

1 医師の指示等の確認を行う 吸引圧・吸引時間・吸引の深さ・留意点等の確認ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

2 手洗いを行う

石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。

手洗い方法が守られているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

3

必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認

する

必要物品を把握しているか。

吸引瓶の排液が廃棄されているか。

吸引器の電源を入れ、陰圧がかかるか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

4

必要物品を実地研修協力者（演習の場合は

演習シミュレーター）のもとに運ぶ

吸引器は水平な場所に設置しているか。

使用しやすい位置に物品を置いているか。

吸引器については、電源配置や接続チューブの長さについても確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

5 実地研修協力者に吸引の説明をする 対象者の協力が得られるように、吸引の必要性や方法などをわかりやすく十分説明しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

6

吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整え

る

プライバシー保護のため、必要に応じてカーテン・スクリーンをしているか。

できる限り楽で安定した姿勢で吸引チューブを挿入しやすい体位に整えているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

7 口腔内・鼻腔内を観察する

口腔内（義歯の状態）・鼻腔内の状態（出血や損傷の有無）・口腔内の分泌物等の貯留物を

観察・確認できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

8 手袋の着用またはセッシを持つ 清潔な手袋の着用やセッシの操作方法が守られているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

9 吸引チューブを清潔に取り出す 吸引チューブの先端が周囲に触れないように取り出せているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

10

吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結

する

吸引チューブの先端が周囲に触れないように扱い、確実に連結管をつなげているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

11

（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿

等で拭く

清浄綿等を清潔に取り出せているか。

他の部分に吸引チューブが触れないようにして、清浄綿等で連結部から先端に向かって拭きとる

ことができているか。

消毒液が確実に拭きとれているか。

使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

12

吸引器の電源を入れて水を吸い決められた吸

引圧になることを確認する

水を吸引して、吸引力を観察し、適切な吸引力の設定を確認できているか。

吸引圧のメーターを確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

13吸引チューブの先端の水をよく切る 吸引チューブの先端から水が垂れていないか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

14

実地研修協力者に吸引開始について声かけ

を行う

わかりやすい言葉で協力が得られるよう話しかけ、反応や返答を確認しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

15

適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブ

を挿入する

決められた(指示のあった）吸引圧と深さを守っているか。

挿入の際、吸引チューブの先端が周囲に触れていないか。

粘膜を刺激しないようよう静かに挿入しているか。

挿入しにくい時に強引に挿入していないか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

16

適切な吸引時間で分泌物等の貯留物を吸

引する

吸引時間を守っているか。

一カ所に吸引圧がかからないように吸引チューブを静かにまわしながら操作できているか。

吸引物や対象者の様子の観察ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

17吸引チューブを静かに抜く 粘膜を刺激しないように吸引チューブを抜いているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

18吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く

清潔に清浄綿等を取り出せているか。

肉眼的に確認できる吸引チューブの外側の付着物を連結部から先端に向かって拭きとることがで

きているか。

使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

19

洗浄水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れを

落とす

吸引チューブの内側の汚れの除去を確認しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

20（セッシを持っている場合）セッシを戻す セッシを、周囲や容器の縁に触れることなく戻しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

21吸引器の電源を切る ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

22

吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻

す

吸引チューブを保管容器の中に確実におさめたか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

23手袋をはずす（手袋を使用している場合） 汚染した手袋が周囲に触れることなく手袋をはずし、廃棄しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

24

実地研修協力者に吸引終了の声かけを行

い、姿勢を整える

吸引物の状況を分かりやすく伝え、とりきれたかどうかを確認しているか。

ねぎらいの言葉をかけているか。

呼吸を整えやすい安楽な姿勢に整え、その姿勢でよいかどうかを対象者に確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

25

吸引物及び実地研修協力者の状態を観察

する

吸引した物の量・性状、顔色、呼吸の状態、全身状態、（鼻腔の場合）鼻腔からの出血などに

ついて観察できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

26

実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後

の状態変化を観察する

吸引前の状態と比較して観察しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

27手洗いをする

石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。

手洗い方法が守られているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

28

吸引物及び実地研修協力者の状態を報告

する

研修講師に、吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態、鼻腔からの出血、異常

の有無などについて報告できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

29ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する 手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

30

吸引びんの排液量が70％～80％になる前に

排液を捨てる

吸引びんの廃液量の確認が行えているか。

廃液量の交換の必要性を判断できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

31使用物品を速やかに後片付けまたは交換する

事故防止、故障予防のために速やかに片づけているか。

使用物品の交換が適切な方法で行えているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

STEP8

記録

32

ケアの実施の証明および今後のケアプランに活

用できるように記録する

記載事項を把握しているか。

記載もれはないか。

適切な内容の記載ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

／３２ ／３２ ／３２ ／３２ ／３２

＊自由記載欄

STEP4

準備

実地研修評価票：

喀痰吸引　口腔内・鼻腔内吸引

（通常手順）←該当項目に、○を記入する。

１人で実施できる。

評価項目について手順通りに実施できている。

研修受講者氏名



１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

本票ページ数

／

ウ１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。

評価項目 評価

回数

月日

時間

回目



回目



STEP5

実施

STEP6

報告

STEP7

片付け

アの個数　計 （記入例：３２／３２）

○×の記入（※総合評価票と一致すること）

回目


Microsoft_Excel_______3.xlsx
Sheet1

		（別紙３－１） ベッシ

		実地研修評価票：喀痰吸引　口腔内・鼻腔内吸引（通常手順）←該当項目に、○を記入する。  ジッチ ケンシュウ ヒョウカヒョウ カクタン キュウイン コウクウナイ ビクウナイ キュウイン ツウジョウ テジュン ガイトウ コウモク キニュウ

				ア		１人で実施できる。
評価項目について手順通りに実施できている。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

										研修受講者氏名 ケンシュウ ジュコウシャ シメイ

				イ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ

										本票ページ数 ホン ヒョウ カズ				／

				ウ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。
その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ バ ミス バ シドウ



				エ		１人での実施を任せられるレベルにはない。 ニン ジッシ マカ

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価の視点 ヒョウカ シテン		評価 ヒョウカ

		回数 カイスウ								回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ								／		／		／		／		／

		時間 ジカン

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		吸引圧・吸引時間・吸引の深さ・留意点等の確認ができているか。 キュウイン アツ キュウイン ジカン キュウイン フカ リュウイテン トウ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。
手洗い方法が守られているか。 セッケン リュウスイ シキ セイザイ テ ユビ セイケツ テアラ ホウホウ マモ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				3		必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認する ヒツヨウ ブッピン サドウ ジョウキョウナド テンケン カクニン		必要物品を把握しているか。
吸引瓶の排液が廃棄されているか。
吸引器の電源を入れ、陰圧がかかるか。 ヒツヨウ ブッピン ハアク キュウイン ビン ハイ エキ ハイキ キュウイン キ デンゲン イ インアツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				4		必要物品を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ ヒツヨウ ブッピン ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ エンシュウ バアイ エンシュウ ハコ		吸引器は水平な場所に設置しているか。
使用しやすい位置に物品を置いているか。
吸引器については、電源配置や接続チューブの長さについても確認しているか。 キュウイン キ スイヘイ バショ セッチ シヨウ イチ ブッピン オ キュウイン キ デンゲン ハイチ セツゾク ナガ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP5
実施 ジッシ		5		実地研修協力者に吸引の説明をする ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン セツメイ		対象者の協力が得られるように、吸引の必要性や方法などをわかりやすく十分説明しているか。 タイショウ シャ キョウリョク エ キュウイン ヒツヨウセイ ホウホウ ジュウブン セツメイ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				6		吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整える		プライバシー保護のため、必要に応じてカーテン・スクリーンをしているか。
できる限り楽で安定した姿勢で吸引チューブを挿入しやすい体位に整えているか。 ホゴ ヒツヨウ オウ カギ ラク アンテイ シセイ キュウイン ソウニュウ タイイ トトノ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				7		口腔内・鼻腔内を観察する コウクウ ナイ ハナ ナイ カンサツ		口腔内（義歯の状態）・鼻腔内の状態（出血や損傷の有無）・口腔内の分泌物等の貯留物を観察・確認できているか。 コウクウ ナイ ハナ ナイ ジョウタイ シュッケツ ソンショウ ウム コウクウ ナイ ブンピツブツ トウ チョリュウ ブツ カンサツ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				8		手袋の着用またはセッシを持つ テブクロ チャクヨウ モ		清潔な手袋の着用やセッシの操作方法が守られているか。 セイケツ テブクロ チャクヨウ ソウサ ホウホウ マモ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				9		吸引チューブを清潔に取り出す		吸引チューブの先端が周囲に触れないように取り出せているか。 キュウイン センタン シュウイ フ ト ダ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				10		吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結する		吸引チューブの先端が周囲に触れないように扱い、確実に連結管をつなげているか。 キュウイン センタン シュウイ フ アツカ カクジツ レンケツ カン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				11		（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿等で拭く シンセキ ホウ バアイ ソトガワ フ		清浄綿等を清潔に取り出せているか。
他の部分に吸引チューブが触れないようにして、清浄綿等で連結部から先端に向かって拭きとることができているか。
消毒液が確実に拭きとれているか。
使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。 セイジョウ メン トウ セイケツ ト ダ ショウドク エキ カクジツ フ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				12		吸引器の電源を入れて水を吸い決められた吸引圧になることを確認する キュウイン キ デンゲン イ ミズ ス キ キュウイン アツ カクニン		水を吸引して、吸引力を観察し、適切な吸引力の設定を確認できているか。
吸引圧のメーターを確認しているか。 ミズ キュウイン キュウイン チカラ カンサツ テキセツ キュウイン チカラ セッテイ カクニン キュウイン アツ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				13		吸引チューブの先端の水をよく切る キュウイン センタン ミズ キ		吸引チューブの先端から水が垂れていないか。 キュウイン センタン ミズ タ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				14		実地研修協力者に吸引開始について声かけを行う ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ オコナ		わかりやすい言葉で協力が得られるよう話しかけ、反応や返答を確認しているか。 コトバ キョウリョク エ ハナ ハンノウ ヘントウ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				15		適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブを挿入する テキセツ キュウイン アツ テキセツ フカ キュウイン ソウニュウ		決められた(指示のあった）吸引圧と深さを守っているか。
挿入の際、吸引チューブの先端が周囲に触れていないか。
粘膜を刺激しないようよう静かに挿入しているか。
挿入しにくい時に強引に挿入していないか。 キ シジ キュウイン アツ フカ マモ ソウニュウ サイ キュウイン センタン シュウイ フ ネンマク シゲキ シズ ソウニュウ ソウニュウ トキ ゴウイン ソウニュウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				16		適切な吸引時間で分泌物等の貯留物を吸引する テキセツ キュウイン ジカン ブンピツ ブツ トウ チョリュウ ブツ キュウイン		吸引時間を守っているか。
一カ所に吸引圧がかからないように吸引チューブを静かにまわしながら操作できているか。
吸引物や対象者の様子の観察ができているか。 キュウイン ジカン マモ イッ ショ キュウイン アツ キュウイン シズ ソウサ キュウイン ブツ タイショウシャ ヨウス カンサツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				17		吸引チューブを静かに抜く キュウイン シズ ヌ		粘膜を刺激しないように吸引チューブを抜いているか。 ネンマク シゲキ キュウイン ヌ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				18		吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く キュウイン ソトガワ		清潔に清浄綿等を取り出せているか。
肉眼的に確認できる吸引チューブの外側の付着物を連結部から先端に向かって拭きとることができているか。
使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。 セイケツ セイジョウ メン トウ ト ダ ニクガンテキ カクニン キュウイン ソトガワ フチャク ブツ レンケツ ブ センタン ム フ シヨウ セイジョウ メン トウ カイ ハイキ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				19		洗浄水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れを落とす センジョウ ミズ キュウイン キュウイン ウチガワ ヨゴ オ		吸引チューブの内側の汚れの除去を確認しているか。 キュウイン ウチガワ ヨゴ ジョキョ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				20		（セッシを持っている場合）セッシを戻す モ バアイ モド		セッシを、周囲や容器の縁に触れることなく戻しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				21		吸引器の電源を切る キュウイン キ デンゲン キ				ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				22		吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻す キュウイン モド		吸引チューブを保管容器の中に確実におさめたか。 キュウイン ホカン ヨウキ ナカ カクジツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				23		手袋をはずす（手袋を使用している場合）		汚染した手袋が周囲に触れることなく手袋をはずし、廃棄しているか。 オセン テブクロ シュウイ フ テブクロ ハイキ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				24		実地研修協力者に吸引終了の声かけを行い、姿勢を整える ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン シュウリョウ コエ オコナ シセイ タダシ		吸引物の状況を分かりやすく伝え、とりきれたかどうかを確認しているか。
ねぎらいの言葉をかけているか。
呼吸を整えやすい安楽な姿勢に整え、その姿勢でよいかどうかを対象者に確認しているか。 キュウイン ブツ ジョウキョウ ワ ツタ コトバ コキュウ トトノ アンラク シセイ トトノ シセイ タイショウシャ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				25		吸引物及び実地研修協力者の状態を観察する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ カンサツ		吸引した物の量・性状、顔色、呼吸の状態、全身状態、（鼻腔の場合）鼻腔からの出血などについて観察できているか。 キュウイン ブツ リョウ セイジョウ カオイロ コキュウ ジョウタイ ゼンシン ジョウタイ ビ クウ バアイ ビクウ シュッケツ カンサツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				26		実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後の状態変化を観察する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン マエ ジョウタイ キュウイン ゴ ジョウタイ ヘンカ カンサツ		吸引前の状態と比較して観察しているか。 キュウイン マエ ジョウタイ ヒカク カンサツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				27		手洗いをする テアラ		石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。
手洗い方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP6
報告 ホウコク		28		吸引物及び実地研修協力者の状態を報告する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ ホウコク		研修講師に、吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態、鼻腔からの出血、異常の有無などについて報告できているか。 ケンシュウ コウシ キュウイン モノ リョウ セイジョウ カオイロ コキュウ ジョウタイ ゼンシン ジョウタイ ビコウ シュッケツ イジョウ ウム ホウコク		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				29		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか テジュン タイショウシャ チガ ヘンカ セイカク ホウコク		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP7
片付け カタヅ		30		吸引びんの排液量が70％～80％になる前に排液を捨てる キュウイン ハイエキ リョウ マエ ハイエキ ス		吸引びんの廃液量の確認が行えているか。
廃液量の交換の必要性を判断できているか。 キュウイン ハイエキ リョウ カクニン オコナ ハイエキ リョウ コウカン ヒツヨウセイ ハンダン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				31		使用物品を速やかに後片付けまたは交換する シヨウ ブッピン スミ アト カタ ヅ コウカン		事故防止、故障予防のために速やかに片づけているか。
使用物品の交換が適切な方法で行えているか。 ジコ ボウシ コショウ ヨボウ スミ カタ シヨウ ブッピン コウカン テキセツ ホウホウ オコナ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP8
記録 キロク		32		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		記載事項を把握しているか。
記載もれはないか。
適切な内容の記載ができているか。 キサイ ジコウ ハアク キサイ テキセツ ナイヨウ キサイ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		アの個数　計 （記入例：３２／３２） コスウ ケイ キニュウ レイ								／３２		／３２		／３２		／３２		／３２

		○×の記入（※総合評価票と一致すること） キニュウ ソウゴウ ヒョウカ ヒョウ イッチ

		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン
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		回目

		回目
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（別紙３－２）

ア

イ

エ１人での実施を任せられるレベルにはない。 ※清潔の保持、マスク着脱時の皮膚損傷の予防、確実な呼吸器の装着を確認する。　

実施手順

評価の視点

回目 回目 回目 回目 回目

／ ／ ／ ／ ／

1 医師の指示等の確認を行う

吸引圧・吸引時間・吸引の深さ・吸引の留意点、人工呼吸器装着脱上の留意点の確認ができている

か。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

2 手洗いを行う

石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。

手洗い方法が守られているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

3

必要物品をそろえ、作動状況等を点検確

認する

必要物品を把握しているか。

吸引瓶の排液が廃棄されているか。

吸引器の電源を入れ、陰圧がかかるか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

4

必要物品を実地研修協力者（演習の場合

は演習シミュレーター）のもとに運ぶ

吸引器は水平な場所に設置しているか。

使用しやすい位置に物品を置いているか。

吸引器については、電源配置や接続チューブの長さについても確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

5 実地研修協力者に吸引の説明をする 対象者の協力が得られるように、吸引の必要性や方法などをわかりやすく十分説明しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

6

吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整

える

プライバシー保護のため、必要に応じてカーテン・スクリーンをしているか。

できる限り楽で安定した姿勢で吸引チューブを挿入しやすい体位に整えているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

7 口腔内・鼻腔内を観察する

口腔内（義歯の状態）・鼻腔内の状態（出血や損傷の有無）・口腔内の分泌物等の貯留物、人工呼吸

器の作動状況、口鼻マスクの位置、皮膚の状態を観察・確認できているか。

観察時、口鼻マスクを外すまたは鼻マスクに変更するなどの必要がある場合適切に操作できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

8 手袋の着用またはセッシを持つ 清潔な手袋の着用やセッシの操作方法が守られているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

9 吸引チューブを清潔に取り出す 吸引チューブの先端が周囲に触れないように取り出せているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

10

吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連

結する

吸引チューブの先端が周囲に触れないように扱い、確実に連結管をつなげているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

11

（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄

綿等で拭く

清浄綿等を清潔に取り出せているか。

他の部分に吸引チューブが触れないようにして、清浄綿等で連結部から先端に向かって拭きとることができ

ているか。

消毒液が確実に拭きとれているか。

使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

12

吸引器の電源を入れて水を吸い決められた

吸引圧になることを確認する

水を吸引して、吸引力を観察し、適切な吸引力の設定を確認できているか。

吸引圧のメーターを確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

13吸引チューブの先端の水をよく切る 吸引チューブの先端から水が垂れていないか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

14

実地研修協力者に吸引開始について声か

けを行う

わかりやすい言葉で協力が得られるよう話しかけ、反応や返答を確認しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

15口鼻マスクまたは鼻マスクをはずす（注）

口鼻マスクまたは鼻マスクを外すタイミング、外す方法は適切であるか。

外す際に吸引チューブの清潔は保たれているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

16

適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チュー

ブを挿入する

決められた(指示のあった）吸引圧と深さを守っているか。

挿入の際、吸引チューブの先端が周囲に触れていないか。

粘膜を刺激しないようよう静かに挿入しているか。

挿入しにくい時に強引に挿入していないか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

17

適切な吸引時間で分泌物等の貯留物を吸

引する

吸引時間を守っているか。

一カ所に吸引圧がかからないように吸引チューブを静かにまわしながら操作できているか。

吸引物や対象者の様子の観察ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

18吸引チューブを静かに抜く 粘膜を刺激しないように吸引チューブを抜いているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

19口鼻マスク・鼻マスクを適切に戻す（注） 口鼻マスクまたは鼻マスクを外す又は変更した場合、適切に元に戻しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

20吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く

清潔に清浄綿等を取り出せているか。

肉眼的に確認できる吸引チューブの外側の付着物を連結部から先端に向かって拭きとることができている

か。

使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

21

洗浄水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れ

を落とす

吸引チューブの内側の汚れの除去を確認しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

22（セッシを持っている場合）セッシを戻す セッシを、周囲や容器の縁に触れることなく戻しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

23吸引器の電源を切る ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

24

吸引チューブを連結管から外し保管容器に

戻す

吸引チューブを保管容器の中に確実におさめたか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

25手袋をはずす(手袋を着用している場合) 汚染した手袋が周囲に触れることなく手袋をはずし、廃棄しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

26

実地研修協力者に吸引終了の声かけを行

い、姿勢を整える

吸引物の状況を分かりやすく伝え、とりきれたかどうかを確認しているか。

ねぎらいの言葉をかけているか。

呼吸を整えやすい安楽な姿勢に整え、その姿勢でよいかどうかを対象者に確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

27

人工呼吸器が正常に作動していること・口

鼻マスクまたは鼻マスクの装着感が通常通り

であることを確認をする

胸の上がり具合を確認して人工呼吸器の正常作動を確認しているか。

固定位置・固定の強さ、皮膚の状態などの観察項目を把握して、確認もれがないか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

28

吸引物及び実地研修協力者の状態を観

察する

吸引した物の量・性状、顔色、呼吸の状態、全身状態、（鼻腔の場合）鼻腔からの出血などについて観

察できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

29

実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後

の状態変化を観察する

吸引前の状態と比較して観察しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

30手洗いをする

石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。

手洗い方法が守られているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

31

吸引物及び実地研修協力者の状態を報

告する

研修講師に、吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態、鼻腔からの出血、異常の有無な

どについて報告できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

32

人工呼吸器が正常に作動していること・口

鼻マスクまたは鼻マスクの装着感が通常通り

であることを報告をする

マスクの着脱に伴う呼吸の変動の可能性もあるため、呼吸状態の異常の有無に加えて、マスクからの空気

の漏れ、人工呼吸器回路の異常等について確認できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

33ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する 手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

34

吸引びんの排液量が70％～80％になる前

に排液を捨てる

吸引びんの廃液量の確認が行えているか。

廃液量の交換の必要性を判断できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

35

使用物品を速やかに後片付けまたは交換す

る

事故防止、故障予防のために速やかに片づけているか。

使用物品の交換が適切な方法で行えているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

STEP8

記録

36

ケアの実施の証明および今後のケアプランに

活用できるように記録する

記載事項を把握しているか。

記載もれはないか。

適切な内容の記載ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

／３6 ／３6 ／３6 ／３6 ／３6

＊自由記載欄

STEP4

準備

実地研修評価票：

喀痰吸引　口腔内・鼻腔内吸引

（人工呼吸器装着者：非侵襲的人工呼吸療法）

１人で実施できる。

評価項目について手順通りに実施できている。

研修受講者氏名



１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

本票ページ数

／

ウ１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。

評価項目 評価

回数

月日

時間

回目



回目



STEP5

実施

STEP6

報告

STEP7

片付け

アの個数　計 （記入例：３６／３６）

○×の記入（※総合評価票と一致すること）

回目


Microsoft_Excel_______4.xlsx
Sheet1

		（別紙３－２） ベッシ

		実地研修評価票：喀痰吸引　口腔内・鼻腔内吸引（人工呼吸器装着者：非侵襲的人工呼吸療法） ジッチ ケンシュウ ヒョウカヒョウ カクタン キュウイン コウクウナイ ビクウナイ キュウイン

				ア		１人で実施できる。
評価項目について手順通りに実施できている。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

										研修受講者氏名 ケンシュウ ジュコウシャ シメイ

				イ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ

										本票ページ数 ホン ヒョウ カズ				／

				ウ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。
その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ バ ミス バ シドウ



				エ		１人での実施を任せられるレベルにはない。 ニン ジッシ マカ												※清潔の保持、マスク着脱時の皮膚損傷の予防、確実な呼吸器の装着を確認する。　 セイケツ ホジ チャクダツ ジ ヒフ ソンショウ ヨボウ カクジツ コキュウキ ソウチャク カクニン

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価の視点 ヒョウカ シテン		評価 ヒョウカ

		回数 カイスウ								回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ								／		／		／		／		／

		時間 ジカン

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		吸引圧・吸引時間・吸引の深さ・吸引の留意点、人工呼吸器装着脱上の留意点の確認ができているか。 キュウイン アツ キュウイン ジカン キュウイン フカ キュウイン リュウイテン ジンコウ コキュウ キ ヨソオ チャクダツ ウエ リュウイテン カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。
手洗い方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				3		必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認する ヒツヨウ ブッピン サドウ ジョウキョウナド テンケン カクニン		必要物品を把握しているか。
吸引瓶の排液が廃棄されているか。
吸引器の電源を入れ、陰圧がかかるか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				4		必要物品を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ		吸引器は水平な場所に設置しているか。
使用しやすい位置に物品を置いているか。
吸引器については、電源配置や接続チューブの長さについても確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP5
実施 ジッシ		5		実地研修協力者に吸引の説明をする ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン セツメイ		対象者の協力が得られるように、吸引の必要性や方法などをわかりやすく十分説明しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				6		吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整える		プライバシー保護のため、必要に応じてカーテン・スクリーンをしているか。
できる限り楽で安定した姿勢で吸引チューブを挿入しやすい体位に整えているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				7		口腔内・鼻腔内を観察する コウクウ ナイ ハナ ナイ カンサツ		口腔内（義歯の状態）・鼻腔内の状態（出血や損傷の有無）・口腔内の分泌物等の貯留物、人工呼吸器の作動状況、口鼻マスクの位置、皮膚の状態を観察・確認できているか。
観察時、口鼻マスクを外すまたは鼻マスクに変更するなどの必要がある場合適切に操作できているか。 ジンコウ コキュウ キ サドウ ジョウキョウ クチ ハナ イチ ヒフ ジョウタイ カンサツ カクニン カンサツ ジ クチ ハナ ハズ ハナ ヘンコウ ヒツヨウ バアイ テキセツ ソウサ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				8		手袋の着用またはセッシを持つ テブクロ チャクヨウ モ		清潔な手袋の着用やセッシの操作方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				9		吸引チューブを清潔に取り出す		吸引チューブの先端が周囲に触れないように取り出せているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				10		吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結する		吸引チューブの先端が周囲に触れないように扱い、確実に連結管をつなげているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				11		（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿等で拭く シンセキ ホウ バアイ		清浄綿等を清潔に取り出せているか。
他の部分に吸引チューブが触れないようにして、清浄綿等で連結部から先端に向かって拭きとることができているか。
消毒液が確実に拭きとれているか。
使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				12		吸引器の電源を入れて水を吸い決められた吸引圧になることを確認する キュウイン キ イ ミズ ス キ キュウイン アツ カクニン		水を吸引して、吸引力を観察し、適切な吸引力の設定を確認できているか。
吸引圧のメーターを確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				13		吸引チューブの先端の水をよく切る キュウイン センタン ミズ キ		吸引チューブの先端から水が垂れていないか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				14		実地研修協力者に吸引開始について声かけを行う		わかりやすい言葉で協力が得られるよう話しかけ、反応や返答を確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				15		口鼻マスクまたは鼻マスクをはずす（注）		口鼻マスクまたは鼻マスクを外すタイミング、外す方法は適切であるか。
外す際に吸引チューブの清潔は保たれているか。 クチ ハナ ハナ ハズ ハズ ホウホウ テキセツ ハズ サイ キュウイン セイケツ タモ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				16		適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブを挿入する テキセツ キュウイン アツ テキセツ フカ キュウイン ソウニュウ		決められた(指示のあった）吸引圧と深さを守っているか。
挿入の際、吸引チューブの先端が周囲に触れていないか。
粘膜を刺激しないようよう静かに挿入しているか。
挿入しにくい時に強引に挿入していないか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				17		適切な吸引時間で分泌物等の貯留物を吸引する テキセツ キュウイン ジカン ブンピツ ブツ		吸引時間を守っているか。
一カ所に吸引圧がかからないように吸引チューブを静かにまわしながら操作できているか。
吸引物や対象者の様子の観察ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				18		吸引チューブを静かに抜く キュウイン シズ ヌ		粘膜を刺激しないように吸引チューブを抜いているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				19		口鼻マスク・鼻マスクを適切に戻す（注）		口鼻マスクまたは鼻マスクを外す又は変更した場合、適切に元に戻しているか。 クチ ハナ ハナ ハズ マタ ヘンコウ バアイ テキセツ モト モド		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				20		吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く キュウイン ソトガワ ショウジョウ ワタナド フ		清潔に清浄綿等を取り出せているか。
肉眼的に確認できる吸引チューブの外側の付着物を連結部から先端に向かって拭きとることができているか。
使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				21		洗浄水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れを落とす センジョウ ミズ キュウイン キュウイン ウチガワ ヨゴ オ		吸引チューブの内側の汚れの除去を確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				22		（セッシを持っている場合）セッシを戻す モ バアイ モド		セッシを、周囲や容器の縁に触れることなく戻しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				23		吸引器の電源を切る キュウイン キ デンゲン キ				ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				24		吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻す キュウイン モド		吸引チューブを保管容器の中に確実におさめたか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				25		手袋をはずす(手袋を着用している場合)		汚染した手袋が周囲に触れることなく手袋をはずし、廃棄しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				26		実地研修協力者に吸引終了の声かけを行い、姿勢を整える シュウリョウ		吸引物の状況を分かりやすく伝え、とりきれたかどうかを確認しているか。
ねぎらいの言葉をかけているか。
呼吸を整えやすい安楽な姿勢に整え、その姿勢でよいかどうかを対象者に確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				27		人工呼吸器が正常に作動していること・口鼻マスクまたは鼻マスクの装着感が通常通りであることを確認をする ジンコウ コキュウ キ セイジョウ サドウ クチ ハナ ハナ ソウチャク カン ツウジョウ ドオ カクニン		胸の上がり具合を確認して人工呼吸器の正常作動を確認しているか。
固定位置・固定の強さ、皮膚の状態などの観察項目を把握して、確認もれがないか。 ムネ ア グアイ カクニン ジンコウ コキュウ キ セイジョウ サドウ カクニン コテイ イチ コテイ ツヨ ヒフ ジョウタイ カンサツ コウモク ハアク カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				28		吸引物及び実地研修協力者の状態を観察する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ カンサツ		吸引した物の量・性状、顔色、呼吸の状態、全身状態、（鼻腔の場合）鼻腔からの出血などについて観察できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				29		実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後の状態変化を観察する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ		吸引前の状態と比較して観察しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				30		手洗いをする テアラ		石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。
手洗い方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP6
報告 ホウコク		31		吸引物及び実地研修協力者の状態を報告する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ ホウコク		研修講師に、吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態、鼻腔からの出血、異常の有無などについて報告できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				32		人工呼吸器が正常に作動していること・口鼻マスクまたは鼻マスクの装着感が通常通りであることを報告をする ジンコウ コキュウ キ セイジョウ サドウ クチ ハナ ハナ ソウチャク カン ツウジョウ ドオ ホウコク		マスクの着脱に伴う呼吸の変動の可能性もあるため、呼吸状態の異常の有無に加えて、マスクからの空気の漏れ、人工呼吸器回路の異常等について確認できているか。 チャクダツ トモナ コキュウ ヘンドウ カノウセイ コキュウ ジョウタイ イジョウ ウム クワ クウキ モ ジンコウ コキュウ キ カイロ イジョウ トウ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				33		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP7
片付け カタヅ		34		吸引びんの排液量が70％～80％になる前に排液を捨てる キュウイン ハイエキ リョウ マエ ハイエキ ス		吸引びんの廃液量の確認が行えているか。
廃液量の交換の必要性を判断できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				35		使用物品を速やかに後片付けまたは交換する シヨウ ブッピン アトカタヅ コウカン		事故防止、故障予防のために速やかに片づけているか。
使用物品の交換が適切な方法で行えているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP8
記録 キロク		36		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		記載事項を把握しているか。
記載もれはないか。
適切な内容の記載ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		アの個数　計 （記入例：３６／３６） コスウ ケイ キニュウ レイ								／３6		／３6		／３6		／３6		／３6

		○×の記入（※総合評価票と一致すること） キニュウ ソウゴウ ヒョウカ ヒョウ イッチ

		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン
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エ１人での実施を任せられるレベルにはない。

実施手順

評価の視点

回目 回目 回目 回目 回目

／ ／ ／ ／ ／

1 医師の指示等の確認を行う

吸引圧・吸引時間・吸引の深さ・吸引の留意点、気管カニューレに関する留意点等の確認がで

きているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

2 手洗いを行う

石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。

手洗い方法が守られているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

3

必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認

する

必要物品を把握しているか。

吸引瓶の排液が廃棄されているか。

吸引器の電源を入れ、陰圧がかかるか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

4

必要物品を実地研修協力者（演習の場合は

演習シミュレーター）のもとに運ぶ

吸引器は水平な場所に設置しているか。

使用しやすい位置に物品を置いているか。

吸引器については、電源配置や接続チューブの長さについても確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

5 実地研修協力者に吸引の説明をする 対象者の協力が得られるように、吸引の必要性や方法などをわかりやすく十分説明しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

6

吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整え

る

プライバシー保護のため、必要に応じてカーテン・スクリーンをしているか。

できる限り楽で安定した姿勢で吸引チューブを挿入しやすい体位に整えているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

7 気管カニューレ周囲や固定の状態を観察する

口腔内（義歯の状態）・鼻腔内の状態（出血や損傷の有無）・口腔内の分泌物等の貯留物に

加えて気管カニューレ周囲や固定の状態を確実に観察・確認できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

8 手袋の着用またはセッシを持つ 清潔な手袋の着用やセッシの操作方法が守られているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

9 吸引チューブを清潔に取り出す 吸引チューブの先端が周囲に触れないように取り出せているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

10

吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結

する

吸引チューブの先端が周囲に触れないように扱い、確実に連結管をつなげているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

11

（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿

等で拭く

清浄綿等を清潔に取り出せているか。

他の部分に吸引チューブが触れないようにして、清浄綿等で連結部から先端に向かって拭きとる

ことができているか。

消毒液が確実に拭きとれているか。

使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

12

吸引器の電源を入れて原則として滅菌精製

水を吸い決められた吸引圧になることを確認す

る

水を吸引して、吸引力を観察し、適切な吸引力の設定を確認できているか。吸引圧のメーター

を確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

13吸引チューブ先端の水をよく切る 吸引チューブの先端から水が垂れていないか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

14

実地研修協力者に吸引開始について声かけ

を行う

わかりやすい言葉で協力が得られるよう話しかけ、反応や返答を確認しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

15

適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブ

を挿入する

気管カニューレの長さ以上まで挿入しないよう所定の深さを守っているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

16

適切な吸引時間で気管カニューレ内の分泌

物等の貯留物を吸引する

吸引時間を守っているか。

一カ所に吸引圧がかからないように吸引チューブを静かにまわしながら操作できているか。

吸引物や対象者の様子の観察ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

17吸引チューブを静かに抜く 粘膜を刺激しないように吸引チューブを抜いているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

18吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く

清潔に清浄綿等を取り出せているか。

肉眼的に確認できる吸引チューブの外側の付着物を連結部から先端に向かって拭きとることがで

きているか。

使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

19

滅菌精製水を吸引し、吸引チューブ内側の汚

れを落とす

吸引チューブの内側の汚れの除去を確認しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

20（セッシを持っている場合）セッシを戻す セッシを、周囲や容器の縁に触れることなく戻しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

21吸引器の電源を切る ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

22

吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻

す、または単回使用の場合は原則として破棄

する

吸引チューブを保管容器の中に確実におさめたか、または単回使用の場合は破棄したか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

23手袋をはずす（手袋を着用している場合） 汚染した手袋が周囲に触れることなく手袋をはずし、廃棄しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

24

実地研修協力者に吸引終了の声かけを行

い、姿勢を整える

吸引物の状況を分かりやすく伝え、とりきれたかどうかを確認しているか。

ねぎらいの言葉をかけているか。

呼吸を整えやすい安楽な姿勢に整え、その姿勢でよいかどうかを対象者に確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

25

吸引物及び実地研修協力者の状態を観察

する

吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態などについて観察できているか。

呼吸状態および気管カニューレや固定状態等の観察項目を把握しているか。

観察もれはないか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

26

実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後

の状態変化を観察する

吸引前の状態と比較して観察しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

27手洗いをする

石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。

手洗い方法が守られているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

28

吸引物及び実地研修協力者の状態を報告

する

研修講師に、吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態、鼻腔からの出血、異常

の有無などについて報告できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

29ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する 手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

30

吸引びんの排液量が70％～80％になる前に

排液を捨てる

吸引びんの廃液量の確認が行えているか。

廃液量の交換の必要性を判断できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

31使用物品を速やかに後片付けまたは交換する

事故防止、故障予防のために速やかに片づけているか。

使用物品の交換が適切な方法で行えているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

STEP8

記録

32

ケアの実施の証明および今後のケアプランに活

用できるように記録する

記載事項を把握しているか。

記載もれはないか。

適切な内容の記載ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

／３２ ／３２ ／３２ ／３２ ／３２

＊自由記載欄

※気管カニューレ内部からの吸引については、特に清潔の遵守が必要。気管カニューレの長さ以上に挿入しない。　

STEP4

準備

実地研修評価票：

喀痰吸引　気管カニューレ内部吸引

（通常手順）

１人で実施できる。

評価項目について手順通りに実施できている。

研修受講者氏名



１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

本票ページ数

／

ウ１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。

評価項目



回数

月日

時間

回目



回目



STEP5

実施

STEP6

報告

STEP7

片付け

アの個数　計 （記入例：３２／３２）

○×の記入（※総合評価票と一致すること）

回目


Microsoft_Excel_______5.xlsx
Sheet1

		（別紙３－３） ベッシ

		実地研修評価票：喀痰吸引　気管カニューレ内部吸引（通常手順） ジッチ ケンシュウ ヒョウカヒョウ カクタン キュウイン ツウジョウ テジュン

				ア		１人で実施できる。
評価項目について手順通りに実施できている。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

										研修受講者氏名 ケンシュウ ジュコウシャ シメイ

				イ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ

										本票ページ数 ホン ヒョウ カズ				／

				ウ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。
その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ バ ミス バ シドウ



				エ		１人での実施を任せられるレベルにはない。 ニン ジッシ マカ

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価の視点 ヒョウカ シテン

		回数 カイスウ								回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ								／		／		／		／		／

		時間 ジカン

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		吸引圧・吸引時間・吸引の深さ・吸引の留意点、気管カニューレに関する留意点等の確認ができているか。 キュウイン アツ キュウイン ジカン キュウイン フカ キュウイン リュウイテン キカン カン リュウイテン トウ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。
手洗い方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				3		必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認する ヒツヨウ ブッピン サドウ ジョウキョウナド テンケン カクニン		必要物品を把握しているか。
吸引瓶の排液が廃棄されているか。
吸引器の電源を入れ、陰圧がかかるか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				4		必要物品を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ		吸引器は水平な場所に設置しているか。
使用しやすい位置に物品を置いているか。
吸引器については、電源配置や接続チューブの長さについても確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP5
実施 ジッシ		5		実地研修協力者に吸引の説明をする ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン セツメイ		対象者の協力が得られるように、吸引の必要性や方法などをわかりやすく十分説明しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				6		吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整える		プライバシー保護のため、必要に応じてカーテン・スクリーンをしているか。
できる限り楽で安定した姿勢で吸引チューブを挿入しやすい体位に整えているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				7		気管カニューレ周囲や固定の状態を観察する キカン シュウイ コテイ ジョウタイ カンサツ		口腔内（義歯の状態）・鼻腔内の状態（出血や損傷の有無）・口腔内の分泌物等の貯留物に加えて気管カニューレ周囲や固定の状態を確実に観察・確認できているか。 コウクウ ナイ ギシ ジョウタイ ビクウ ナイ ジョウタイ シュッケツ ソンショウ ウム コウクウ ナイ ブンピツブツ トウ チョリュウ ブツ クワ キカン シュウイ コテイ ジョウタイ カクジツ カンサツ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				8		手袋の着用またはセッシを持つ		清潔な手袋の着用やセッシの操作方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				9		吸引チューブを清潔に取り出す キュウイン セイケツ ト ダ		吸引チューブの先端が周囲に触れないように取り出せているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				10		吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結する		吸引チューブの先端が周囲に触れないように扱い、確実に連結管をつなげているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				11		（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿等で拭く		清浄綿等を清潔に取り出せているか。
他の部分に吸引チューブが触れないようにして、清浄綿等で連結部から先端に向かって拭きとることができているか。
消毒液が確実に拭きとれているか。
使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				12		吸引器の電源を入れて原則として滅菌精製水を吸い決められた吸引圧になることを確認する キュウイン ウツワ イ ゲンソク メッキン セイセイ ミズ ス キ キュウイン アツ カクニン		水を吸引して、吸引力を観察し、適切な吸引力の設定を確認できているか。吸引圧のメーターを確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				13		吸引チューブ先端の水をよく切る キュウイン センタン ミズ キ		吸引チューブの先端から水が垂れていないか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				14		実地研修協力者に吸引開始について声かけを行う		わかりやすい言葉で協力が得られるよう話しかけ、反応や返答を確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				15		適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブを挿入する テキセツ キュウイン アツ テキセツ フカ キュウイン ソウニュウ		気管カニューレの長さ以上まで挿入しないよう所定の深さを守っているか。 キカン キュウキ ナガ イジョウ ソウニュウ ショテイ フカ マモ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				16		適切な吸引時間で気管カニューレ内の分泌物等の貯留物を吸引する キカン ナイ ブンピツ ブツナド チョリュウ モノ キュウイン		吸引時間を守っているか。
一カ所に吸引圧がかからないように吸引チューブを静かにまわしながら操作できているか。
吸引物や対象者の様子の観察ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				17		吸引チューブを静かに抜く キュウイン シズ ヌ		粘膜を刺激しないように吸引チューブを抜いているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				18		吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く キュウイン ソトガワ ショウジョウ ワタナド フ		清潔に清浄綿等を取り出せているか。
肉眼的に確認できる吸引チューブの外側の付着物を連結部から先端に向かって拭きとることができているか。
使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				19		滅菌精製水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れを落とす メッキン セイセイ ミズ キュウイン キュウイン ウチガワ ヨゴ オ		吸引チューブの内側の汚れの除去を確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				20		（セッシを持っている場合）セッシを戻す モ バアイ モド		セッシを、周囲や容器の縁に触れることなく戻しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				21		吸引器の電源を切る キュウイン キ デンゲン キ				ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				22		吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻す、または単回使用の場合は原則として破棄する キュウイン レンケツ カン ハズ ホカン ヨウキ モド タン カイ シヨウ バアイ ハキ		吸引チューブを保管容器の中に確実におさめたか、または単回使用の場合は破棄したか。 タンカイシヨウ バアイ ハキ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				23		手袋をはずす（手袋を着用している場合）		汚染した手袋が周囲に触れることなく手袋をはずし、廃棄しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				24		実地研修協力者に吸引終了の声かけを行い、姿勢を整える シュウリョウ		吸引物の状況を分かりやすく伝え、とりきれたかどうかを確認しているか。
ねぎらいの言葉をかけているか。
呼吸を整えやすい安楽な姿勢に整え、その姿勢でよいかどうかを対象者に確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				25		吸引物及び実地研修協力者の状態を観察する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ カンサツ		吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態などについて観察できているか。
呼吸状態および気管カニューレや固定状態等の観察項目を把握しているか。
観察もれはないか。 キュウイン ブツ リョウ セイジョウ カオイロ コキュウ ジョウタイ ゼンシン ジョウタイ カンサツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				26		実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後の状態変化を観察する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン マエ ジョウタイ キュウイン ゴ ジョウタイ ヘンカ カンサツ		吸引前の状態と比較して観察しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				27		手洗いをする テアラ		石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。
手洗い方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP6
報告 ホウコク		28		吸引物及び実地研修協力者の状態を報告する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ ホウコク		研修講師に、吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態、鼻腔からの出血、異常の有無などについて報告できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				29		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP7
片付け カタヅ		30		吸引びんの排液量が70％～80％になる前に排液を捨てる キュウイン ハイエキ リョウ マエ ハイエキ ス		吸引びんの廃液量の確認が行えているか。
廃液量の交換の必要性を判断できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				31		使用物品を速やかに後片付けまたは交換する シヨウ ブッピン アトカタヅ コウカン		事故防止、故障予防のために速やかに片づけているか。
使用物品の交換が適切な方法で行えているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP8
記録 キロク		32		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		記載事項を把握しているか。
記載もれはないか。
適切な内容の記載ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		アの個数　計 （記入例：３２／３２） コスウ ケイ キニュウ レイ								／３２		／３２		／３２		／３２		／３２

		○×の記入（※総合評価票と一致すること） キニュウ ソウゴウ ヒョウカ ヒョウ イッチ

		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン																※気管カニューレ内部からの吸引については、特に清潔の遵守が必要。気管カニューレの長さ以上に挿入しない。　 キカン ナイブ キュウイン トク セイケツ ジュンシュ ヒツヨウ キカン ナガ イジョウ ソウニュウ

		回目

		回目

		回目
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（別紙３－４）

ア

イ

エ１人での実施を任せられるレベルにはない。

実施手順

評価の視点

回目 回目 回目 回目 回目

／ ／ ／ ／ ／

1 医師の指示等の確認を行う

吸引圧・吸引時間・吸引の深さ・吸引の留意点、人工呼吸器装着脱上の留意点等の確認ができてい

るか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

2 手洗いを行う

石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。

手洗い方法が守られているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

3

必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認す

る

必要物品を把握しているか。

吸引瓶の排液が廃棄されているか。

吸引器の電源を入れ、陰圧がかかるか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

4

必要物品を実地研修協力者（演習の場合は

演習シミュレーター）のもとに運ぶ

吸引器は水平な場所に設置しているか。

使用しやすい位置に物品を置いているか。

吸引器については、電源配置や接続チューブの長さについても確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

5 実地研修協力者に吸引の説明をする 対象者の協力が得られるように、吸引の必要性や方法などをわかりやすく十分説明しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

6

吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整え

る

プライバシー保護のため、必要に応じてカーテン・スクリーンをしているか。

できる限り楽で安定した姿勢で吸引チューブを挿入しやすい体位に整えているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

7

気管カニューレ周囲や固定の状態、人工呼吸

器の作動状況を観察する

口腔内（義歯の状態）・鼻腔内の状態（出血や損傷の有無）・口腔内の分泌物等の貯留物に加えて気

管カニューレ周囲や固定の状態、人工呼吸器の作動状況を観察・確認できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

8 手袋の着用またはセッシを持つ 清潔な手袋の着用やセッシの操作方法が守られているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

9 吸引チューブを清潔に取り出す 吸引チューブの先端が周囲に触れないように取り出せているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

10

吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結

する

吸引チューブの先端が周囲に触れないように扱い、確実に連結管をつなげているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

11

（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿

等で拭く

清浄綿等を清潔に取り出せているか。

他の部分に吸引チューブが触れないようにして、清浄綿等で連結部から先端に向かって拭きとることができ

ているか。

消毒液が確実に拭きとれているか。

使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

12

吸引器の電源を入れて原則として滅菌精製

水を吸い決められた吸引圧になることを確認す

る

滅菌精製水を吸引して、吸引力を観察し、適切な吸引力の設定を確認できているか。

吸引圧のメーターを確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

13吸引チューブ先端の水をよく切る 吸引チューブの先端から水が垂れていないか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

14

実地研修協力者に吸引開始について声かけを

行う

わかりやすい言葉で協力が得られるよう話しかけ、反応や返答を確認しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

15人工呼吸器の接続を外す

人工呼吸器の接続は吸気を確認して適切なタイミング、方法で外しているか。

気管カニューレを抑えすぎたり引っ張りすぎていないか。

外した後の回路の清潔は保たれているか。

外す際に吸引チューブの清潔は保たれているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

16

適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブ

を挿入する

気管カニューレの長さ以上まで挿入しないよう所定の深さを守っているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

17

適切な吸引時間で気管カニューレ内の分泌物

等の貯留物を吸引する

吸引時間を守っているか。

一カ所に吸引圧がかからないように吸引チューブを静かにまわしながら操作できているか。

吸引物や対象者の様子の観察ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

18吸引チューブを静かに抜く 粘膜を刺激しないように吸引チューブを抜いているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

19人工呼吸器の接続を元に戻す 人工呼吸器の接続は、確実かつ清潔に元に戻しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

20吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く

清潔に清浄綿等を取り出せているか。

肉眼的に確認できる吸引チューブの外側の付着物を連結部から先端に向かって拭きとることができている

か。

使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

21

滅菌精製水を吸引し、吸引チューブ内側の汚

れを落とす

吸引チューブの内側の汚れの除去を確認しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

22（セッシを持っている場合）セッシを戻す セッシを、周囲や容器の縁に触れることなく戻しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

23吸引器の電源を切る ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

24

吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻

す、または単回使用の場合は原則として破棄

する

吸引チューブを保管容器の中に確実におさめたか、または単回使用の場合は破棄したか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

25手袋をはずす(手袋を着用している場合) 汚染した手袋が周囲に触れることなく手袋をはずし、廃棄しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

26

実地研修協力者に吸引終了の声かけを行

い、姿勢を整える

吸引物の状況を分かりやすく伝え、とりきれたかどうかを確認しているか。

ねぎらいの言葉をかけているか。

呼吸を整えやすい安楽な姿勢に整え、その姿勢でよいかどうかを対象者に確認しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

27

人工呼吸器が正常に作動していることを確認

する

胸の上がり具合を確認して人工呼吸器および回路の正常作動を確認しているか。

人工呼吸器の着脱に伴う呼吸の変動の可能性もあるため、呼吸状態の異常の有無や、コネクター接続

部からの空気の漏れ、人工呼吸器回路の異常等について確認できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

28

吸引物及び実地研修協力者の状態を観察す

る

吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態などについて観察できているか。

呼吸状態および気管カニューレや固定状態等の観察項目を把握しているか。

観察もれはないか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

29

実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後の

状態変化を観察する

吸引前の状態と比較して観察しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

30手洗いをする

石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。

手洗い方法が守られているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

31

吸引物及び実地研修協力者の状態を報告す

る

研修講師に、吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態、鼻腔からの出血、異常の有無な

どについて報告できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

32

人工呼吸器が正常に作動していることを報告

する

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

33ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する 手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

34

吸引びんの排液量が70％～80％になる前に

排液を捨てる

吸引びんの廃液量の確認が行えているか。

廃液量の交換の必要性を判断できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

35使用物品を速やかに後片付けまたは交換する

事故防止、故障予防のために速やかに片づけているか。

使用物品の交換が適切な方法で行えているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

STEP8

記録

36

ケアの実施の証明および今後のケアプランに活

用できるように記録する

記載事項を把握しているか。

記載もれはないか。

適切な内容の記載ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

／３６ ／３６ ／３６ ／３６ ／３６

＊自由記載欄

※気管カニューレ内部からの吸引については、特に清潔の遵守が必要。気管カニューレの長さ以上に挿入しない。確実な呼吸器の装着・確認をする。

STEP4

準備

実地研修評価票：

喀痰吸引　気管カニューレ内部吸引

（人工呼吸器装着者：侵襲的人工呼吸療法）

１人で実施できる。

評価項目について手順通りに実施できている。

研修受講者氏名



１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

本票ページ数

／

ウ１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。

評価項目 評価

回数

月日

時間

回目



回目



STEP5

実施

STEP6

報告

STEP7

片付け

アの個数　計 （記入例：３６／３６）

○×の記入（※総合評価票と一致すること）

回目


Microsoft_Excel_______6.xlsx
Sheet1

		（別紙３－４） ベッシ

		実地研修評価票：喀痰吸引　気管カニューレ内部吸引（人工呼吸器装着者：侵襲的人工呼吸療法） ジッチ ケンシュウ ヒョウカヒョウ カクタン キュウイン

				ア		１人で実施できる。
評価項目について手順通りに実施できている。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

										研修受講者氏名 ケンシュウ ジュコウシャ シメイ

				イ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ

										本票ページ数 ホン ヒョウ カズ				／

				ウ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。
その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ バ ミス バ シドウ



				エ		１人での実施を任せられるレベルにはない。 ニン ジッシ マカ

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価の視点 ヒョウカ シテン		評価 ヒョウカ

		回数 カイスウ								回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ								／		／		／		／		／

		時間 ジカン

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		吸引圧・吸引時間・吸引の深さ・吸引の留意点、人工呼吸器装着脱上の留意点等の確認ができているか。 キュウイン アツ キュウイン ジカン キュウイン フカ キュウイン リュウイテン ジンコウ コキュウ キ ヨソオ チャクダツ ジョウ リュウイテン トウ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。
手洗い方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				3		必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認する ヒツヨウ ブッピン サドウ ジョウキョウナド テンケン カクニン		必要物品を把握しているか。
吸引瓶の排液が廃棄されているか。
吸引器の電源を入れ、陰圧がかかるか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				4		必要物品を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ		吸引器は水平な場所に設置しているか。
使用しやすい位置に物品を置いているか。
吸引器については、電源配置や接続チューブの長さについても確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP5
実施 ジッシ		5		実地研修協力者に吸引の説明をする ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン セツメイ		対象者の協力が得られるように、吸引の必要性や方法などをわかりやすく十分説明しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				6		吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整える		プライバシー保護のため、必要に応じてカーテン・スクリーンをしているか。
できる限り楽で安定した姿勢で吸引チューブを挿入しやすい体位に整えているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				7		気管カニューレ周囲や固定の状態、人工呼吸器の作動状況を観察する キカン シュウイ コテイ ジョウタイ ジンコウ コキュウ キ サドウ ジョウキョウ カンサツ		口腔内（義歯の状態）・鼻腔内の状態（出血や損傷の有無）・口腔内の分泌物等の貯留物に加えて気管カニューレ周囲や固定の状態、人工呼吸器の作動状況を観察・確認できているか。 コウクウ ナイ ギシ ジョウタイ ビクウ ナイ ジョウタイ シュッケツ ソンショウ ウム コウクウ ナイ ブンピツブツ トウ チョリュウ ブツ ジンコウ コキュウ キ サドウ ジョウキョウ カンサツ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				8		手袋の着用またはセッシを持つ		清潔な手袋の着用やセッシの操作方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				9		吸引チューブを清潔に取り出す キュウイン セイケツ ト ダ		吸引チューブの先端が周囲に触れないように取り出せているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				10		吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結する		吸引チューブの先端が周囲に触れないように扱い、確実に連結管をつなげているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				11		（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿等で拭く キュウイン		清浄綿等を清潔に取り出せているか。
他の部分に吸引チューブが触れないようにして、清浄綿等で連結部から先端に向かって拭きとることができているか。
消毒液が確実に拭きとれているか。
使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				12		吸引器の電源を入れて原則として滅菌精製水を吸い決められた吸引圧になることを確認する キュウイン ウツワ イ ゲンソク メッキン セイセイ ミズ ス キ キュウイン アツ カクニン		滅菌精製水を吸引して、吸引力を観察し、適切な吸引力の設定を確認できているか。
吸引圧のメーターを確認しているか。 メッキン セイセイ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				13		吸引チューブ先端の水をよく切る キュウイン センタン ミズ キ		吸引チューブの先端から水が垂れていないか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				14		実地研修協力者に吸引開始について声かけを行う		わかりやすい言葉で協力が得られるよう話しかけ、反応や返答を確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				15		人工呼吸器の接続を外す ジンコウ コキュウ キ セツゾク ハズ		人工呼吸器の接続は吸気を確認して適切なタイミング、方法で外しているか。
気管カニューレを抑えすぎたり引っ張りすぎていないか。
外した後の回路の清潔は保たれているか。
外す際に吸引チューブの清潔は保たれているか。 ジンコウ コキュウ キ セツゾク キュウ キ カクニン テキセツ ホウホウ ハズ キカン オサ ヒ パ ハズ アト カイロ セイケツ タモ ハズ サイ キュウイン セイケツ タモ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				16		適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブを挿入する テキセツ キュウイン アツ テキセツ フカ キュウイン ソウニュウ		気管カニューレの長さ以上まで挿入しないよう所定の深さを守っているか。 キカン キュウキ ナガ イジョウ ソウニュウ ショテイ フカ マモ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				17		適切な吸引時間で気管カニューレ内の分泌物等の貯留物を吸引する テキセツ キュウイン ジカン		吸引時間を守っているか。
一カ所に吸引圧がかからないように吸引チューブを静かにまわしながら操作できているか。
吸引物や対象者の様子の観察ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				18		吸引チューブを静かに抜く キュウイン シズ ヌ		粘膜を刺激しないように吸引チューブを抜いているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				19		人工呼吸器の接続を元に戻す ジンコウ コキュウ キ セツゾク モト モド		人工呼吸器の接続は、確実かつ清潔に元に戻しているか。 ジンコウ コキュウ キ セツゾク カクジツ セイケツ モト モド		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				20		吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く キュウイン ソトガワ		清潔に清浄綿等を取り出せているか。
肉眼的に確認できる吸引チューブの外側の付着物を連結部から先端に向かって拭きとることができているか。
使用した清浄綿等は、１回ごとに廃棄しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				21		滅菌精製水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れを落とす メッキン セイセイ ミズ キュウイン キュウイン ウチガワ ヨゴ オ		吸引チューブの内側の汚れの除去を確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				22		（セッシを持っている場合）セッシを戻す モ バアイ モド		セッシを、周囲や容器の縁に触れることなく戻しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				23		吸引器の電源を切る キュウイン キ デンゲン キ				ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				24		吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻す、または単回使用の場合は原則として破棄する キュウイン レンケツ カン ハズ ホカン ヨウキ モド タン カイ シヨウ バアイ ゲンソク ハキ		吸引チューブを保管容器の中に確実におさめたか、または単回使用の場合は破棄したか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				25		手袋をはずす(手袋を着用している場合)		汚染した手袋が周囲に触れることなく手袋をはずし、廃棄しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				26		実地研修協力者に吸引終了の声かけを行い、姿勢を整える シュウリョウ		吸引物の状況を分かりやすく伝え、とりきれたかどうかを確認しているか。
ねぎらいの言葉をかけているか。
呼吸を整えやすい安楽な姿勢に整え、その姿勢でよいかどうかを対象者に確認しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				27		人工呼吸器が正常に作動していることを確認する ジンコウ コキュウ キ セイジョウ サドウ カクニン		胸の上がり具合を確認して人工呼吸器および回路の正常作動を確認しているか。
人工呼吸器の着脱に伴う呼吸の変動の可能性もあるため、呼吸状態の異常の有無や、コネクター接続部からの空気の漏れ、人工呼吸器回路の異常等について確認できているか。 ムネ ア グアイ カクニン ジンコウ コキュウ キ カイロ セイジョウ サドウ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				28		吸引物及び実地研修協力者の状態を観察する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ カンサツ		吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態などについて観察できているか。
呼吸状態および気管カニューレや固定状態等の観察項目を把握しているか。
観察もれはないか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				29		実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後の状態変化を観察する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ		吸引前の状態と比較して観察しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				30		手洗いをする テアラ		石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。
手洗い方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP6
報告 ホウコク		31		吸引物及び実地研修協力者の状態を報告する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ ホウコク		研修講師に、吸引した物の量・性状、顔色・呼吸の状態、全身状態、鼻腔からの出血、異常の有無などについて報告できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				32		人工呼吸器が正常に作動していることを報告する ジンコウ コキュウ キ セイジョウ サドウ ホウコク				ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				33		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP7
片付け カタヅ		34		吸引びんの排液量が70％～80％になる前に排液を捨てる キュウイン ハイエキ リョウ マエ ハイエキ ス		吸引びんの廃液量の確認が行えているか。
廃液量の交換の必要性を判断できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				35		使用物品を速やかに後片付けまたは交換する シヨウ ブッピン スミ アトカタヅ コウカン		事故防止、故障予防のために速やかに片づけているか。
使用物品の交換が適切な方法で行えているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP8
記録 キロク		36		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		記載事項を把握しているか。
記載もれはないか。
適切な内容の記載ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		アの個数　計 （記入例：３６／３６） コスウ ケイ キニュウ レイ								／３６		／３６		／３６		／３６		／３６

		○×の記入（※総合評価票と一致すること） キニュウ ソウゴウ ヒョウカ ヒョウ イッチ

		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン																※気管カニューレ内部からの吸引については、特に清潔の遵守が必要。気管カニューレの長さ以上に挿入しない。確実な呼吸器の装着・確認をする。 キカン ナイブ キュウイン トク セイケツ ジュンシュ ヒツヨウ キカン ナガ イジョウ ソウニュウ カクジツ コキュウキ ソウチャク カクニン
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（別紙３－５）
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エ１人での実施を任せられるレベルにはない。

実施手順

評価の視点

回目 回目 回目 回目 回目

／ ／ ／ ／ ／

1 医師の指示等の確認を行う 注入物・注入量・注入時間・留意点等の確認ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

2 手洗いを行う

石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。

手洗い方法が守られているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

3 必要な物品を準備する

必要部品が準備できているか。

使用物品の状況を観察し、劣化、漏れ、汚染状況を観察しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

4

指示された栄養剤（流動食）の種類・量・温

度・時間を確認する

氏名・経管栄養剤の内容と量・有効期限・注入開始時間・注入時間・温度を確認できている

か。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

5 経管栄養の注入準備を行う

栄養剤は本人のものであることを確認しているか。

栄養剤を適温にできているか。

栄養点滴チューブ内の空気を排除し準備しているか。

イルリガートル（ボトル）のふたは確実に閉めているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

6

準備した栄養剤（流動食）を実地研修協力

者（演習の場合は演習シミュレーター）のもと

に運ぶ

栄養剤が本人のものであることを確認ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

7

実地研修協力者に本人確認を行い、経管

栄養の実施について説明する

意識レベルの低い場合でも、実地研修協力者に処置の説明を行っているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

8

注入する栄養剤（流動食）が実地研修協

力者本人のものであるかを確認し、適切な

体位をとり、環境を整備する

栄養剤が実地研修協力者本人のものであるか確認できているか。

適切な体位をとれているか。

接続部より50cm以上高い所にイルリガートル（ボトル）の液面があるか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

9

経管栄養チューブに不具合がないか確認

し、確実に接続する

経管栄養チューブが、ねじれたり折れたりしていないか、固定が外れていないかを確認している

か。

外れないように接続できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

10注入を開始し、注入直後の様子を観察する

実地研修協力者の状態に異常がないか確認しているか。

滴下速度は指示されたとおりであるか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

11注入中の表情や状態を定期的に観察する

全身状態の観察ができているか。

むせこみ、表情の変化などの観察を行っているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

12

注入中の実地研修協力者の体位を観察す

る

適切な体位を維持できているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

13注入物の滴下の状態を観察する 注入物の滴下が適切かどうか、観察できているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

14

挿入部からの栄養剤（流動食）のもれを確

認する。

挿入部の異常の有無（もれの兆候等）を確認しているかどうか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

15

注入中の実地研修協力者の状態（気分不

快、腹部膨満感、おう気・おう吐等）を観察

する

注入中に実地研修協力者が気分不快、腹部膨満感、おう気・おう吐などを訴えていないかを

確認できているか。

異常を発見した場合は研修講師に連絡し、対応できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

16

注入終了後はクレンメを閉め、経管栄養

チューブの連結をはずす

クレンメを確実に閉め、接続を外す際は、チューブを抜去しないように注意しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

17

経管栄養チューブに白湯を注入し、状態を

観察する

注入終了後に、白湯を注入しているか。

実地研修協力者の状態を観察しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

18半坐位の状態を保つ 半坐位の状態を保持しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

19

注入後、実地研修協力者の状態を観察

し、報告する

研修講師に、腹部ぼう満感、おう気・おう吐・腹痛、呼吸困難や表情の変化など観察し、報告

ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

20

体位交換が必要な実地研修協力者に対し

ては、異常が無ければ体位変換を再開する

おう吐を誘発する可能性もあり、観察し報告できているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

21ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する 手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

STEP7

片付け

22使用物品を速やかに後片付けする

使用物品は決められた方法で洗浄・消毒を行っているか。

環境を汚染していないか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

STEP8

記録

23

ケアの実施の証明および今後のケアプランに

活用できるように記録する

実施時刻、栄養剤（流動食）の種類、量等について記録しているか。

記載もれはないか。

適切な内容の記載ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

／２３ ／２３ ／２３ ／２３ ／２３

＊自由記載欄

STEP4

準備

実地研修評価票：

胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下）

１人で実施できる。

評価項目について手順通りに実施できている。

研修受講者氏名



１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

本票ページ数

／

ウ１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。

評価項目 評価

回数

月日

時間

回目



回目



STEP5

実施

STEP6

報告

アの個数　計 （記入例：２３／２３）

○×の記入（※総合評価票と一致すること）

回目
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		（別紙３－５） ベッシ

		実地研修評価票：胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下） ジッチ ケンシュウ ヒョウカヒョウ テキカ



				ア		１人で実施できる。
評価項目について手順通りに実施できている。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

										研修受講者氏名 ケンシュウ ジュコウシャ シメイ

				イ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ

										本票ページ数 ホン ヒョウ カズ				／

				ウ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。
その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ バ ミス バ シドウ



				エ		１人での実施を任せられるレベルにはない。 ニン ジッシ マカ

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価の視点 ヒョウカ シテン		評価 ヒョウカ

		回数 カイスウ								回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ								／		／		／		／		／

		時間 ジカン

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		注入物・注入量・注入時間・留意点等の確認ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。
手洗い方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				3		必要な物品を準備する		必要部品が準備できているか。
使用物品の状況を観察し、劣化、漏れ、汚染状況を観察しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				4		指示された栄養剤（流動食）の種類・量・温度・時間を確認する シジ オンド		氏名・経管栄養剤の内容と量・有効期限・注入開始時間・注入時間・温度を確認できているか。 オンド		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				5		経管栄養の注入準備を行う		栄養剤は本人のものであることを確認しているか。
栄養剤を適温にできているか。
栄養点滴チューブ内の空気を排除し準備しているか。
イルリガートル（ボトル）のふたは確実に閉めているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				6		準備した栄養剤（流動食）を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ エンシュウ バアイ エンシュウ		栄養剤が本人のものであることを確認ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP5
実施 ジッシ		7		実地研修協力者に本人確認を行い、経管栄養の実施について説明する ケイカン エイヨウ ジッシ セツメイ		意識レベルの低い場合でも、実地研修協力者に処置の説明を行っているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				8		注入する栄養剤（流動食）が実地研修協力者本人のものであるかを確認し、適切な体位をとり、環境を整備する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ		栄養剤が実地研修協力者本人のものであるか確認できているか。
適切な体位をとれているか。
接続部より50cm以上高い所にイルリガートル（ボトル）の液面があるか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				9		経管栄養チューブに不具合がないか確認し、確実に接続する フグアイ カクニン カクジツ セツゾク		経管栄養チューブが、ねじれたり折れたりしていないか、固定が外れていないかを確認しているか。
外れないように接続できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				10		注入を開始し、注入直後の様子を観察する チュウニュウ		実地研修協力者の状態に異常がないか確認しているか。
滴下速度は指示されたとおりであるか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				11		注入中の表情や状態を定期的に観察する		全身状態の観察ができているか。
むせこみ、表情の変化などの観察を行っているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				12		注入中の実地研修協力者の体位を観察する チュウニュウチュウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ カンサツ		適切な体位を維持できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				13		注入物の滴下の状態を観察する チュウニュウ ブツ テキカ ジョウタイ カンサツ		注入物の滴下が適切かどうか、観察できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				14		挿入部からの栄養剤（流動食）のもれを確認する。		挿入部の異常の有無（もれの兆候等）を確認しているかどうか。 ソウニュウ ブ イジョウ ウム チョウコウ トウ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				15		注入中の実地研修協力者の状態（気分不快、腹部膨満感、おう気・おう吐等）を観察する チュウニュウチュウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ キブン フカイ フクブ ボウマンカン キ ハ トウ カンサツ		注入中に実地研修協力者が気分不快、腹部膨満感、おう気・おう吐などを訴えていないかを確認できているか。
異常を発見した場合は研修講師に連絡し、対応できているか。 ボウマン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				16		注入終了後はクレンメを閉め、経管栄養チューブの連結をはずす チュウニュウ シュウリョウゴ シ ケイカン エイヨウ レンケツ		クレンメを確実に閉め、接続を外す際は、チューブを抜去しないように注意しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				17		経管栄養チューブに白湯を注入し、状態を観察する ケイカン エイヨウ サユ チュウニュウ ジョウタイ カンサツ		注入終了後に、白湯を注入しているか。
実地研修協力者の状態を観察しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				18		半坐位の状態を保つ ハンザクライ ジョウタイ タモ		半坐位の状態を保持しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP6
報告 ホウコク		19		注入後、実地研修協力者の状態を観察し、報告する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ ホウコク		研修講師に、腹部ぼう満感、おう気・おう吐・腹痛、呼吸困難や表情の変化など観察し、報告ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				20		体位交換が必要な実地研修協力者に対しては、異常が無ければ体位変換を再開する タイイ コウカン ヒツヨウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ タイ イジョウ ナ タイイ サイカイ		おう吐を誘発する可能性もあり、観察し報告できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				21		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP7
片付け カタヅ		22		使用物品を速やかに後片付けする シヨウ スミ アトカタヅ		使用物品は決められた方法で洗浄・消毒を行っているか。
環境を汚染していないか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP8
記録 キロク		23		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		実施時刻、栄養剤（流動食）の種類、量等について記録しているか。
記載もれはないか。
適切な内容の記載ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		アの個数　計 （記入例：２３／２３） コスウ ケイ キニュウ レイ								／２３		／２３		／２３		／２３		／２３

		○×の記入（※総合評価票と一致すること） キニュウ ソウゴウ ヒョウカ ヒョウ イッチ

		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン

		回目

		回目

		回目
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ア

イ

エ１人での実施を任せられるレベルにはない。

実施手順

評価の視点

回目 回目 回目 回目 回目

／ ／ ／ ／ ／

1 医師の指示等の確認を行う 注入物・注入量・注入時間・留意点等の確認ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

2 手洗いを行う

石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。

手洗い方法が守られているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

3 必要な物品を準備する

必要部品が準備できているか。

使用物品の状況を観察し、劣化、漏れ、汚染状況を観察しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

4

指示された栄養剤（半固形化栄養剤）の種

類・量・温度・時間を確認する

氏名・経管栄養剤の内容と量・有効期限・注入開始時間・注入時間・温度を確認できている

か。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

5 半固形化栄養剤の注入準備を行う

栄養剤は本人のものであることを確認しているか。

栄養剤を適温にできているか。

栄養点滴チューブ内の空気を排除し準備しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

6

準備した半固形化栄養剤を実地研修協力

者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに

運ぶ

栄養剤が本人のものであることを確認ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

7

実地研修協力者に本人確認を行い、経管栄

養の実施について説明する

意識レベルの低い場合でも、実地研修協力者に処置の説明を行っているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

8

注入する半固形化栄養剤が実地研修協力

者本人のものであるかを確認し、適切な体位

をとり、環境を整備する

栄養剤が実地研修協力者本人のものであるか確認できているか。

適切な体位をとれているか。

全身状態の観察をしているか

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

9

経管栄養チューブに不具合がないか確認し、

確実に接続する

経管栄養チューブが、ねじれたり折れたりしていないか、固定が外れていないかを確認している

か。

接続部位を保持しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

10注入を開始し、注入直後の状態を観察する 注入直後の状態を観察しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

11注入中の表情や状態の変化を観察する

全身状態の観察ができているか。

むせこみ、表情の変化などの観察を行っているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

12

挿入部からの栄養剤（半固形化栄養剤）の

漏れを観察する

挿入部からの漏れを観察しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

13

注入中の実地研修協力者の状態（気分不

快、腹部膨満感、おう気・おう吐等）を観察す

る

注入中に実地研修協力者が気分不快、腹部膨満感、おう気・おう吐などを訴えていないかを確

認できているか。

異常を発見した場合は研修講師に連絡し、対応できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

14

注入終了後は白湯を注入し、状態を観察す

る

注入終了後に、白湯を注入しているか。

栄養剤が液体になるほど多量に水分を注入していないか。

チューブ先端の詰まりを防ぎ、最近が繁殖しないように、圧をかけてフラッシュしたか。

実地研修協力者の状態を観察しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

15半座位の状態を保つ 半座位の状態を保持しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

16

注入後、実地研修協力者の状態を観察し、

報告する

研修講師に、腹部ぼう満感、おう気・おう吐・腹痛、呼吸困難や表情の変化など観察し、報告

ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

17

体位交換が必要な実地研修協力者に対して

は、異常が無ければ体位変換を再開する

おう吐を誘発する可能性もあり、観察し報告できているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

18ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する 手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

STEP7

片付け

19使用物品を速やかに後片付けする

使用物品は決められた方法で洗浄・消毒を行っているか。

環境を汚染していないか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

STEP8

記録

20

ケアの実施の証明および今後のケアプランに活

用できるように記録する

実施時刻、栄養剤の種類、量等について記録しているか。

記載もれはないか。

適切な内容の記載ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

／２０ ／２０ ／２０ ／２０ ／２０

＊自由記載欄

STEP4

準備

実地研修評価票：半固形化栄養剤による胃ろう又は腸ろうによる経管栄養

１人で実施できる。

評価項目について手順通りに実施できている。

研修受講者氏名



１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

本票ページ数

／

ウ１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。

評価項目 評価

回数

月日

時間

回目



回目



STEP5

実施

STEP6

報告

アの個数　計 

（記入例：２０／２０）

○×の記入

（※総合評価票と一致すること）

回目


Microsoft_Excel_______8.xlsx
Sheet1

		（別紙３－６） ベッシ

		実地研修評価票：半固形化栄養剤による胃ろう又は腸ろうによる経管栄養 ジッチ ケンシュウ ヒョウカヒョウ



				ア		１人で実施できる。
評価項目について手順通りに実施できている。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

										研修受講者氏名 ケンシュウ ジュコウシャ シメイ

				イ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ

										本票ページ数 ホン ヒョウ カズ				／

				ウ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。
その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ バ ミス バ シドウ



				エ		１人での実施を任せられるレベルにはない。 ニン ジッシ マカ

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価の視点 ヒョウカ シテン		評価 ヒョウカ

		回数 カイスウ								回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ								／		／		／		／		／

		時間 ジカン

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		注入物・注入量・注入時間・留意点等の確認ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。
手洗い方法が守られているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				3		必要な物品を準備する		必要部品が準備できているか。
使用物品の状況を観察し、劣化、漏れ、汚染状況を観察しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				4		指示された栄養剤（半固形化栄養剤）の種類・量・温度・時間を確認する シジ ハン コケイ カ エイヨウザイ オンド		氏名・経管栄養剤の内容と量・有効期限・注入開始時間・注入時間・温度を確認できているか。 オンド		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				5		半固形化栄養剤の注入準備を行う ハン コケイカ エイヨウザイ		栄養剤は本人のものであることを確認しているか。
栄養剤を適温にできているか。
栄養点滴チューブ内の空気を排除し準備しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				6		準備した半固形化栄養剤を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ ハン コケイカ エイヨウザイ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ エンシュウ バアイ エンシュウ		栄養剤が本人のものであることを確認ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP5
実施 ジッシ		7		実地研修協力者に本人確認を行い、経管栄養の実施について説明する ケイカン エイヨウ ジッシ セツメイ		意識レベルの低い場合でも、実地研修協力者に処置の説明を行っているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				8		注入する半固形化栄養剤が実地研修協力者本人のものであるかを確認し、適切な体位をとり、環境を整備する ハン コケイカ エイヨウザイ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ		栄養剤が実地研修協力者本人のものであるか確認できているか。
適切な体位をとれているか。
全身状態の観察をしているか ゼンシン ジョウタイ カンサツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				9		経管栄養チューブに不具合がないか確認し、確実に接続する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 フグアイ カクニン カクジツ セツゾク		経管栄養チューブが、ねじれたり折れたりしていないか、固定が外れていないかを確認しているか。                                                                                                                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接続部位を保持しているか。 セツゾク ブイ ホジ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				10		注入を開始し、注入直後の状態を観察する チュウニュウ カイシ チュウニュウ チョクゴ ジョウタイ カンサツ		注入直後の状態を観察しているか。 チュウニュウ チョクゴ ジョウタイ カンサツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				11		注入中の表情や状態の変化を観察する チュウニュウ チュウ ヒョウジョウ ジョウタイ ヘンカ カンサツ		全身状態の観察ができているか。
むせこみ、表情の変化などの観察を行っているか。 ゼンシン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				12		挿入部からの栄養剤（半固形化栄養剤）の漏れを観察する ソウニュウ ブ エイヨウザイ ハン コケイカ エイヨウザイ モ カンサツ		挿入部からの漏れを観察しているか。 ソウニュウ ブ モ カンサツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				13		注入中の実地研修協力者の状態（気分不快、腹部膨満感、おう気・おう吐等）を観察する チュウニュウチュウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ キブン フカイ フクブ ボウマンカン キ ハ トウ カンサツ		注入中に実地研修協力者が気分不快、腹部膨満感、おう気・おう吐などを訴えていないかを確認できているか。
異常を発見した場合は研修講師に連絡し、対応できているか。 ボウマン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				14		注入終了後は白湯を注入し、状態を観察する チュウニュウ シュウリョウゴ サユ チュウニュウ ジョウタイ カンサツ		注入終了後に、白湯を注入しているか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養剤が液体になるほど多量に水分を注入していないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チューブ先端の詰まりを防ぎ、最近が繁殖しないように、圧をかけてフラッシュしたか。
実地研修協力者の状態を観察しているか。 エイヨウザイ エキタイ タリョウ スイブン チュウニュウ センタン ツ フセ サイキン ハンショク アツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				15		半座位の状態を保つ ハン ザイ ジョウタイ タモ		半座位の状態を保持しているか。 ハン ザイ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP6
報告 ホウコク		16		注入後、実地研修協力者の状態を観察し、報告する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ ホウコク		研修講師に、腹部ぼう満感、おう気・おう吐・腹痛、呼吸困難や表情の変化など観察し、報告ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				17		体位交換が必要な実地研修協力者に対しては、異常が無ければ体位変換を再開する タイイ コウカン ヒツヨウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ タイ イジョウ ナ タイイ サイカイ		おう吐を誘発する可能性もあり、観察し報告できているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				18		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP7
片付け カタヅ		19		使用物品を速やかに後片付けする シヨウ スミ アトカタヅ		使用物品は決められた方法で洗浄・消毒を行っているか。
環境を汚染していないか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP8
記録 キロク		20		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		実施時刻、栄養剤の種類、量等について記録しているか。
記載もれはないか。
適切な内容の記載ができているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		アの個数　計 （記入例：２０／２０） コスウ ケイ キニュウ レイ								／２０		／２０		／２０		／２０		／２０

		○×の記入（※総合評価票と一致すること） キニュウ ソウゴウ ヒョウカ ヒョウ イッチ

		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン

		回目

		回目

		回目
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（別紙３－７）

ア

イ

エ１人での実施を任せられるレベルにはない。

実施手順

評価の視点

回目 回目 回目 回目 回目

／ ／ ／ ／ ／

1 医師の指示等の確認を行う 注入物・注入量・注入時間・留意点等の確認ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

2 手洗いを行う

石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。

手洗い方法が守られているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

3 必要な物品を準備する

必要部品が準備できているか。

使用物品の状況を観察し、劣化、漏れ、汚染状況を観察しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

4

指示された栄養剤（流動食）の種類・量・温

度・時間を確認する

氏名・経管栄養剤の内容と量・有効期限・注入開始時間・注入時間・温度を確認できている

か。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

5 経管栄養の注入準備を行う

栄養剤は本人のものであることを確認しているか。

栄養剤を適温にできているか。

栄養点滴チューブ内の空気を排除し準備しているか。

イルリガートル（ボトル）のふたは確実に閉めているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

6

準備した栄養剤（流動食）を実地研修協力

者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに

運ぶ

栄養剤が本人のものであることを確認ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

7

実地研修協力者に本人確認を行い、経管栄

養の実施について説明する

意識レベルの低い場合でも、実地研修協力者に処置の説明を行っているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

8

注入する栄養剤（流動食）が実地研修協力

者本人のものであるかを確認し、適切な体位

をとり、環境を整備する

栄養剤が実地研修協力者本人のものであるか確認できているか。

適切な体位をとれているか。

接続部より50cm以上高い所にイルリガートル（ボトル）の液面があるか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

9

経管栄養チューブに不具合がないか確認し、

確実に接続する

経管栄養チューブが、ねじれたり折れたりしていないか、固定が外れていないかを確認している

か。

外れないように接続できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

10注入を開始し、注入直後の様子を観察する

実地研修協力者の状態に異常がないか確認しているか。

滴下速度は指示されたとおりであるか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

11注入中の表情や状態を定期的に観察する

全身状態の観察ができているか。

むせこみ、表情の変化などの観察を行っているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

12注入中の実地研修協力者の体位を観察する適切な体位を維持できているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

13注入物の滴下の状態を観察する 注入物の滴下が適切かどうか、観察できているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

14

注入中の実地研修協力者の状態（気分不

快、腹部膨満感、おう気・おう吐等）を観察す

る

注入中に実地研修協力者が気分不快、腹部膨満感、おう気・おう吐などを訴えていないかを確

認できているか。

異常を発見した場合は研修講師に連絡し、対応できているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

15

注入終了後はクレンメを閉め、経管栄養

チューブの連結をはずす

クレンメを確実に閉め、接続を外す際は、チューブを抜去しないように注意しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

16

経管栄養チューブに白湯を注入し、状態を観

察する

注入終了後に、白湯を注入しているか。

実地研修協力者の状態を観察しているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

17半坐位の状態を保つ 半坐位の状態を保持しているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

18

利用者の状態を食後しばらく観察し、看護職

員に報告する

研修講師に、腹部ぼう満感、おう気・おう吐・腹痛、呼吸困難や表情の変化など観察し、報告

ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

19

体位交換が必要な実地研修協力者に対して

は、異常が無ければ体位変換を再開する

おう吐を誘発する可能性もあり、観察し報告できているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

20ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する 手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。 ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

STEP7

片付け

21使用物品を速やかに後片付けする

使用物品は決められた方法で洗浄・消毒を行っているか。

環境を汚染していないか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

STEP8

記録

22

ケアの実施の証明および今後のケアプランに活

用できるように記録する

実施時刻、栄養剤（流動食）の種類、量等について記録しているか。

記載もれはないか。

適切な内容の記載ができているか。

ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ ア ・ イ ・ ウ

／２２ ／２２ ／２２ ／２２ ／２２

＊自由記載欄

STEP4

準備

実地研修評価票：

経鼻経管栄養

１人で実施できる。

評価項目について手順通りに実施できている。

研修受講者氏名



１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

本票ページ数

／

ウ１人で実施できる。

評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。

その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。

評価項目 評価

回数

月日

時間

回目



回目



STEP5

実施

STEP6

報告

アの個数　計 （記入例：２２／２２）

○×の記入（※総合評価票と一致すること）

回目


Microsoft_Excel_______9.xlsx
Sheet1

		（別紙３－７） ベッシ

		実地研修評価票：経鼻経管栄養 ジッチ ケンシュウ ヒョウカヒョウ



				ア		１人で実施できる。
評価項目について手順通りに実施できている。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

										研修受講者氏名 ケンシュウ ジュコウシャ シメイ

				イ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ

										本票ページ数 ホン ヒョウ カズ				／

				ウ		１人で実施できる。
評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。実施後に指導した。
その場では見過ごせないレベルであり、その場で指導した。 ニン ジッシ ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ ジッシゴ シドウ バ ミス バ シドウ



				エ		１人での実施を任せられるレベルにはない。 ニン ジッシ マカ

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価の視点 ヒョウカ シテン		評価 ヒョウカ

		回数 カイスウ								回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ		回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ								／		／		／		／		／

		時間 ジカン

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		注入物・注入量・注入時間・留意点等の確認ができているか。 チュウニュウ ブツ チュウニュウ リョウ チュウニュウ ジカン リュウイテン トウ カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		石鹸と流水またはすりこみ式のアルコール製剤により手指を清潔にしているか。
手洗い方法が守られているか。 セッケン リュウスイ シキ セイザイ テ ユビ セイケツ テアラ ホウホウ マモ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				3		必要な物品を準備する		必要部品が準備できているか。
使用物品の状況を観察し、劣化、漏れ、汚染状況を観察しているか。 ヒツヨウ ブ ヒン ジュンビ シヨウ ブッピン ジョウキョウ カンサツ レッカ モ オセン ジョウキョウ カンサツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				4		指示された栄養剤（流動食）の種類・量・温度・時間を確認する シジ オンド		氏名・経管栄養剤の内容と量・有効期限・注入開始時間・注入時間・温度を確認できているか。 シメイ キョウ カン エイヨウザイ ナイヨウ リョウ チュウニュウ カイシ ジカン チュウニュウ ジカン オンド カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				5		経管栄養の注入準備を行う		栄養剤は本人のものであることを確認しているか。
栄養剤を適温にできているか。
栄養点滴チューブ内の空気を排除し準備しているか。
イルリガートル（ボトル）のふたは確実に閉めているか。 ホンニン エイヨウ ザイ テキオン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				6		準備した栄養剤（流動食）を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ		栄養剤が本人のものであることを確認ができているか。 エイヨウ ザイ ホンニン カクニン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP5
実施 ジッシ		7		実地研修協力者に本人確認を行い、経管栄養の実施について説明する ケイカン エイヨウ ジッシ セツメイ		意識レベルの低い場合でも、実地研修協力者に処置の説明を行っているか。 イシキ ヒク バアイ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				8		注入する栄養剤（流動食）が実地研修協力者本人のものであるかを確認し、適切な体位をとり、環境を整備する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ		栄養剤が実地研修協力者本人のものであるか確認できているか。
適切な体位をとれているか。
接続部より50cm以上高い所にイルリガートル（ボトル）の液面があるか。 エイヨウ ザイ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ ホンニン カクニン テキセツ タイイ セツゾク		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				9		経管栄養チューブに不具合がないか確認し、確実に接続する フグアイ カクニン カクジツ セツゾク		経管栄養チューブが、ねじれたり折れたりしていないか、固定が外れていないかを確認しているか。
外れないように接続できているか。 ケイカン エイヨウ オ コテイ ハズ カクニン ハズ セツゾク		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				10		注入を開始し、注入直後の様子を観察する チュウニュウ		実地研修協力者の状態に異常がないか確認しているか。
滴下速度は指示されたとおりであるか。 ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ テキカ ソクド シジ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				11		注入中の表情や状態を定期的に観察する		全身状態の観察ができているか。
むせこみ、表情の変化などの観察を行っているか。 オコナ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				12		注入中の実地研修協力者の体位を観察する チュウニュウチュウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ カンサツ		適切な体位を維持できているか。 テキセツ タイイ イジ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				13		注入物の滴下の状態を観察する チュウニュウ ブツ テキカ ジョウタイ カンサツ		注入物の滴下が適切かどうか、観察できているか。 チュウニュウ ブツ テキカ テキセツ カンサツ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				14		注入中の実地研修協力者の状態（気分不快、腹部膨満感、おう気・おう吐等）を観察する チュウニュウチュウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ キブン フカイ フクブ ボウマンカン キ ハ トウ カンサツ		注入中に実地研修協力者が気分不快、腹部膨満感、おう気・おう吐などを訴えていないかを確認できているか。
異常を発見した場合は研修講師に連絡し、対応できているか。 ボウマン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				15		注入終了後はクレンメを閉め、経管栄養チューブの連結をはずす チュウニュウ シュウリョウゴ シ ケイカン エイヨウ レンケツ		クレンメを確実に閉め、接続を外す際は、チューブを抜去しないように注意しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				16		経管栄養チューブに白湯を注入し、状態を観察する ケイカン エイヨウ サユ チュウニュウ ジョウタイ カンサツ		注入終了後に、白湯を注入しているか。
実地研修協力者の状態を観察しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				17		半坐位の状態を保つ ハンザクライ ジョウタイ タモ		半坐位の状態を保持しているか。		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP6
報告 ホウコク		18		利用者の状態を食後しばらく観察し、看護職員に報告する リヨウシャ ジョウタイ ショクゴ カンサツ カンゴ ショクイン ホウコク		研修講師に、腹部ぼう満感、おう気・おう吐・腹痛、呼吸困難や表情の変化など観察し、報告ができているか。 ケンシュウ コウシ ヒョウジョウ ヘンカ カンサツ ホウコク		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				19		体位交換が必要な実地研修協力者に対しては、異常が無ければ体位変換を再開する タイイ コウカン ヒツヨウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ タイ イジョウ ナ タイイ サイカイ		おう吐を誘発する可能性もあり、観察し報告できているか。 カンサツ ホウコク		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

				20		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		手順のミスや対象者のいつもと違った変化について、正確に報告ができているか。 テジュン タイショウシャ チガ ヘンカ セイカク ホウコク		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP7
片付け カタヅ		21		使用物品を速やかに後片付けする シヨウ スミ アトカタヅ		使用物品は決められた方法で洗浄・消毒を行っているか。
環境を汚染していないか。 シヨウ ブッピン キ ホウホウ センジョウ ショウドク オコナ カンキョウ オセン		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		STEP8
記録 キロク		22		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		実施時刻、栄養剤（流動食）の種類、量等について記録しているか。
記載もれはないか。
適切な内容の記載ができているか。 キサイ テキセツ ナイヨウ キサイ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ		ア ・ イ ・ ウ

		アの個数　計 （記入例：２２／２２） コスウ ケイ キニュウ レイ								／２２		／２２		／２２		／２２		／２２

		○×の記入（※総合評価票と一致すること） キニュウ ソウゴウ ヒョウカ ヒョウ イッチ

		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン

		回目

		回目

		回目
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（別添１－１）

ア評価項目について手順通りに実施できている。

イ評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。

ウ評価項目を抜かした。（手順通りに実施できなかった。）

実施手順

　　回目 　　回目 　　回目 　　回目 　　回目

月　 日 月　 日 月　 日 月　 日 月　 日

： ： ： ： ：

1 医師の指示等の確認を行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

2 手洗いを行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

3 必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

4

必要物品を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレー

ター）のもとに運ぶ

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

5 実地研修協力者に吸引の説明をする ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

6 吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整える ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

7 口腔内・鼻腔内を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

8 手袋の着用またはセッシを持つ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

9 吸引チューブを清潔に取り出す ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

10吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

11（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿等で拭く ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

12

吸引器の電源を入れて水を吸い決められた吸引圧になること

を確認する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

13吸引チューブの先端の水をよく切る ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

14実地研修協力者に吸引開始について声かけを行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

15適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブを挿入する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

16適切な吸引時間で分泌物等の貯留物を吸引する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

17吸引チューブを静かに抜く ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

18吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

19洗浄水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れを落とす ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

20（セッシを持っている場合）セッシを戻す ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

21吸引器の電源を切る ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

22吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻す ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

23手袋をはずす（手袋を使用している場合） ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

24実地研修協力者に吸引終了の声かけを行い、姿勢を整える ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

25吸引物及び実地研修協力者の状態を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

26

実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後の状態変化を観察す

る

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

27手洗いをする ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

28吸引物及び実地研修協力者の状態を報告する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

29ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

30吸引びんの排液量が70％～80％になる前に排液を捨てる ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

31使用物品を速やかに後片付けまたは交換する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

STEP8

記録

32

ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるよう

に記録する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

／３１ ／３１ ／３１ ／３１ ／３１

＊自由記載欄

本票ページ数　　　　　　　　　　/

基本研修（演習）評価票：喀痰吸引　　口腔内吸引（通常手順）

受講№



受講者氏名



※項目№２０を除く「ア」の個数を記入してください。

（　　 ）回目

評価項目 評価

回数

月日

時間

STEP4

準備

（　　 ）回目

（　　 ）回目

STEP5

実施

STEP6

報告

STEP7

片付け

アの個数　計


Microsoft_Excel_______10.xlsx
Sheet1

		（別添１－１） ベッテン

		基本研修（演習）評価票：喀痰吸引　　口腔内吸引（通常手順） キホン ケンシュウ エンシュウ ヒョウカヒョウ カクタン キュウイン コウクウナイ キュウイン ツウジョウ テジュン



								受講№				受講者氏名

		ア		評価項目について手順通りに実施できている。 ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

		イ		評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。 ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ				本票ページ数　　　　　　　　　　/ ホン ヒョウ カズ

		ウ		評価項目を抜かした。（手順通りに実施できなかった。） ヒョウカ コウモク ヌ テジュン ドオ ジッシ

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価 ヒョウカ

		回数 カイスウ						　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ						月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ

		時間 ジカン						：		：		：		：		：

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				3		必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認する ヒツヨウ ブッピン サドウ ジョウキョウナド テンケン カクニン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				4		必要物品を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ ヒツヨウ ブッピン ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ エンシュウ バアイ エンシュウ ハコ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP5
実施 ジッシ		5		実地研修協力者に吸引の説明をする ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン セツメイ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				6		吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整える		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				7		口腔内・鼻腔内を観察する コウクウ ナイ ハナ ナイ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				8		手袋の着用またはセッシを持つ テブクロ チャクヨウ モ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				9		吸引チューブを清潔に取り出す		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				10		吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結する		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				11		（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿等で拭く シンセキ ホウ バアイ ソトガワ フ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				12		吸引器の電源を入れて水を吸い決められた吸引圧になることを確認する キュウイン キ デンゲン イ ミズ ス キ キュウイン アツ カクニン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				13		吸引チューブの先端の水をよく切る キュウイン センタン ミズ キ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				14		実地研修協力者に吸引開始について声かけを行う ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ オコナ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				15		適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブを挿入する テキセツ キュウイン アツ テキセツ フカ キュウイン ソウニュウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				16		適切な吸引時間で分泌物等の貯留物を吸引する テキセツ キュウイン ジカン ブンピツ ブツ トウ チョリュウ ブツ キュウイン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				17		吸引チューブを静かに抜く キュウイン シズ ヌ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				18		吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く キュウイン ソトガワ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				19		洗浄水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れを落とす センジョウ ミズ キュウイン キュウイン ウチガワ ヨゴ オ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				20		（セッシを持っている場合）セッシを戻す モ バアイ モド		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				21		吸引器の電源を切る キュウイン キ デンゲン キ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				22		吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻す キュウイン モド		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				23		手袋をはずす（手袋を使用している場合）		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				24		実地研修協力者に吸引終了の声かけを行い、姿勢を整える ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン シュウリョウ コエ オコナ シセイ タダシ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				25		吸引物及び実地研修協力者の状態を観察する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				26		実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後の状態変化を観察する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン マエ ジョウタイ キュウイン ゴ ジョウタイ ヘンカ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				27		手洗いをする テアラ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP6
報告 ホウコク		28		吸引物及び実地研修協力者の状態を報告する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ ホウコク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				29		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP7
片付け カタヅ		30		吸引びんの排液量が70％～80％になる前に排液を捨てる キュウイン ハイエキ リョウ マエ ハイエキ ス		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				31		使用物品を速やかに後片付けまたは交換する シヨウ ブッピン スミ アト カタ ヅ コウカン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP8
記録 キロク		32		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		アの個数　計 コスウ ケイ						／３１		／３１		／３１		／３１		／３１

								※項目№２０を除く「ア」の個数を記入してください。 コウモク ノゾ コスウ キニュウ

		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン

		（　　 ）回目



		（　　 ）回目



		（　　 ）回目
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（別添１－２）

ア評価項目について手順通りに実施できている。

イ評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。

ウ評価項目を抜かした。（手順通りに実施できなかった。）

実施手順

　　回目 　　回目 　　回目 　　回目 　　回目

月　 日 月　 日 月　 日 月　 日 月　 日

： ： ： ： ：

1 医師の指示等の確認を行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

2 手洗いを行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

3 必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

4

必要物品を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレー

ター）のもとに運ぶ

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

5 実地研修協力者に吸引の説明をする ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

6 吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整える ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

7 口腔内・鼻腔内を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

8 手袋の着用またはセッシを持つ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

9 吸引チューブを清潔に取り出す ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

10吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

11（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿等で拭く ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

12

吸引器の電源を入れて水を吸い決められた吸引圧になること

を確認する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

13吸引チューブの先端の水をよく切る ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

14実地研修協力者に吸引開始について声かけを行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

15適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブを挿入する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

16適切な吸引時間で分泌物等の貯留物を吸引する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

17吸引チューブを静かに抜く ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

18吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

19洗浄水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れを落とす ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

20（セッシを持っている場合）セッシを戻す ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

21吸引器の電源を切る ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

22吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻す ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

23手袋をはずす（手袋を使用している場合） ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

24実地研修協力者に吸引終了の声かけを行い、姿勢を整える ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

25吸引物及び実地研修協力者の状態を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

26

実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後の状態変化を観察す

る

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

27手洗いをする ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

28吸引物及び実地研修協力者の状態を報告する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

29ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

30吸引びんの排液量が70％～80％になる前に排液を捨てる ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

31使用物品を速やかに後片付けまたは交換する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

STEP8

記録

32

ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるよう

に記録する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

／３１ ／３１ ／３１ ／３１ ／３１

＊自由記載欄

STEP4

準備

基本研修（演習）評価票：喀痰吸引　　鼻腔内吸引（通常手順）

受講№



受講者氏名



本票ページ数　　　　　　　　　　/

評価項目 評価

回数

月日

時間

（　　 ）回目



（　　 ）回目



STEP5

実施

STEP6

報告

STEP7

片付け

アの個数　計

※項目№２０を除く「ア」の個数を記入してください。

（　　 ）回目


Microsoft_Excel_______11.xlsx
Sheet1

		（別添１－２） ベッテン

		基本研修（演習）評価票：喀痰吸引　　鼻腔内吸引（通常手順） キホン ケンシュウ エンシュウ ヒョウカヒョウ カクタン キュウイン ビクウナイ キュウイン ツウジョウ テジュン



								受講№				受講者氏名

		ア		評価項目について手順通りに実施できている。 ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

		イ		評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。 ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ				本票ページ数　　　　　　　　　　/ ホン ヒョウ カズ

		ウ		評価項目を抜かした。（手順通りに実施できなかった。） ヒョウカ コウモク ヌ テジュン ドオ ジッシ

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価 ヒョウカ

		回数 カイスウ						　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ						月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ

		時間 ジカン						：		：		：		：		：

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				3		必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認する ヒツヨウ ブッピン サドウ ジョウキョウナド テンケン カクニン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				4		必要物品を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ ヒツヨウ ブッピン ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ エンシュウ バアイ エンシュウ ハコ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP5
実施 ジッシ		5		実地研修協力者に吸引の説明をする ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン セツメイ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				6		吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整える		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				7		口腔内・鼻腔内を観察する コウクウ ナイ ハナ ナイ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				8		手袋の着用またはセッシを持つ テブクロ チャクヨウ モ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				9		吸引チューブを清潔に取り出す		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				10		吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結する		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				11		（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿等で拭く シンセキ ホウ バアイ ソトガワ フ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				12		吸引器の電源を入れて水を吸い決められた吸引圧になることを確認する キュウイン キ デンゲン イ ミズ ス キ キュウイン アツ カクニン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				13		吸引チューブの先端の水をよく切る キュウイン センタン ミズ キ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				14		実地研修協力者に吸引開始について声かけを行う ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ オコナ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				15		適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブを挿入する テキセツ キュウイン アツ テキセツ フカ キュウイン ソウニュウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				16		適切な吸引時間で分泌物等の貯留物を吸引する テキセツ キュウイン ジカン ブンピツ ブツ トウ チョリュウ ブツ キュウイン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				17		吸引チューブを静かに抜く キュウイン シズ ヌ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				18		吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く キュウイン ソトガワ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				19		洗浄水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れを落とす センジョウ ミズ キュウイン キュウイン ウチガワ ヨゴ オ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				20		（セッシを持っている場合）セッシを戻す モ バアイ モド		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				21		吸引器の電源を切る キュウイン キ デンゲン キ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				22		吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻す キュウイン モド		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				23		手袋をはずす（手袋を使用している場合）		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				24		実地研修協力者に吸引終了の声かけを行い、姿勢を整える ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン シュウリョウ コエ オコナ シセイ タダシ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				25		吸引物及び実地研修協力者の状態を観察する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				26		実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後の状態変化を観察する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン マエ ジョウタイ キュウイン ゴ ジョウタイ ヘンカ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				27		手洗いをする テアラ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP6
報告 ホウコク		28		吸引物及び実地研修協力者の状態を報告する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ ホウコク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				29		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP7
片付け カタヅ		30		吸引びんの排液量が70％～80％になる前に排液を捨てる キュウイン ハイエキ リョウ マエ ハイエキ ス		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				31		使用物品を速やかに後片付けまたは交換する シヨウ ブッピン スミ アト カタ ヅ コウカン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP8
記録 キロク		32		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		アの個数　計 コスウ ケイ						／３１		／３１		／３１		／３１		／３１

								※項目№２０を除く「ア」の個数を記入してください。 コウモク ノゾ コスウ キニュウ

		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン

		（　　 ）回目



		（　　 ）回目



		（　　 ）回目
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（別添１－３）

ア評価項目について手順通りに実施できている。

イ評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。

ウ評価項目を抜かした。（手順通りに実施できなかった。）

実施手順

　　回目 　　回目 　　回目 　　回目 　　回目

月　 日 月　 日 月　 日 月　 日 月　 日

： ： ： ： ：

1 医師の指示等の確認を行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

2 手洗いを行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

3 必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

4

必要物品を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレー

ター）のもとに運ぶ

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

5 実地研修協力者に吸引の説明をする ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

6 吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整える ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

7 気管カニューレ周囲や固定の状態を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

8 手袋の着用またはセッシを持つ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

9 吸引チューブを清潔に取り出す ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

10吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

11（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿等で拭く ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

12

吸引器の電源を入れて原則として滅菌精製水を吸い決められ

た吸引圧になることを確認する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

13吸引チューブ先端の水をよく切る ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

14実地研修協力者に吸引開始について声かけを行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

15適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブを挿入する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

16

適切な吸引時間で気管カニューレ内の分泌物等の貯留物を吸

引する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

17吸引チューブを静かに抜く ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

18吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

19滅菌精製水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れを落とす ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

20（セッシを持っている場合）セッシを戻す ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

21吸引器の電源を切る ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

22

吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻す、または単回

使用の場合は原則として破棄する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

23手袋をはずす（手袋を着用している場合） ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

24実地研修協力者に吸引終了の声かけを行い、姿勢を整える ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

25吸引物及び実地研修協力者の状態を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

26

実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後の状態変化を観察す

る

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

27手洗いをする ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

28吸引物及び実地研修協力者の状態を報告する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

29ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

30吸引びんの排液量が70％～80％になる前に排液を捨てる ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

31使用物品を速やかに後片付けまたは交換する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

STEP8

記録

32

ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるよう

に記録する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

／３１ ／３１ ／３１ ／３１ ／３１

＊自由記載欄

STEP4

準備

基本研修（演習）評価票：喀痰吸引　　気管カニューレ内部吸引（通常手順）

受講№



受講者氏名



本票ページ数　　　　　　　　　　/

評価項目 評価

回数

月日

時間

（　　 ）回目



（　　 ）回目



STEP5

実施

STEP6

報告

STEP7

片付け

アの個数　計

※項目№２０を除く「ア」の個数を記入してください。

（　　 ）回目
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		（別添１－３） ベッテン

		基本研修（演習）評価票：喀痰吸引　　気管カニューレ内部吸引（通常手順） キホン ケンシュウ エンシュウ ヒョウカヒョウ カクタン キュウイン ツウジョウ テジュン



								受講№				受講者氏名

		ア		評価項目について手順通りに実施できている。 ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

		イ		評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。 ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ				本票ページ数　　　　　　　　　　/ ホン ヒョウ カズ

		ウ		評価項目を抜かした。（手順通りに実施できなかった。） ヒョウカ コウモク ヌ テジュン ドオ ジッシ

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価 ヒョウカ

		回数 カイスウ						　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ						月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ

		時間 ジカン						：		：		：		：		：

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				3		必要物品をそろえ、作動状況等を点検確認する ヒツヨウ ブッピン サドウ ジョウキョウナド テンケン カクニン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				4		必要物品を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP5
実施 ジッシ		5		実地研修協力者に吸引の説明をする ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン セツメイ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				6		吸引の環境・実地研修協力者の姿勢を整える		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				7		気管カニューレ周囲や固定の状態を観察する キカン シュウイ コテイ ジョウタイ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				8		手袋の着用またはセッシを持つ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				9		吸引チューブを清潔に取り出す キュウイン セイケツ ト ダ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				10		吸引チューブを清潔に吸引器と連結管で連結する		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				11		（浸漬法の場合）吸引チューブ外側を清浄綿等で拭く		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				12		吸引器の電源を入れて原則として滅菌精製水を吸い決められた吸引圧になることを確認する キュウイン ウツワ イ ゲンソク メッキン セイセイ ミズ ス キ キュウイン アツ カクニン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				13		吸引チューブ先端の水をよく切る キュウイン センタン ミズ キ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				14		実地研修協力者に吸引開始について声かけを行う		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				15		適切な吸引圧で適切な深さまで吸引チューブを挿入する テキセツ キュウイン アツ テキセツ フカ キュウイン ソウニュウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				16		適切な吸引時間で気管カニューレ内の分泌物等の貯留物を吸引する キカン ナイ ブンピツ ブツナド チョリュウ モノ キュウイン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				17		吸引チューブを静かに抜く キュウイン シズ ヌ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				18		吸引チューブの外側を清浄綿等で拭く キュウイン ソトガワ ショウジョウ ワタナド フ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				19		滅菌精製水を吸引し、吸引チューブ内側の汚れを落とす メッキン セイセイ ミズ キュウイン キュウイン ウチガワ ヨゴ オ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				20		（セッシを持っている場合）セッシを戻す モ バアイ モド		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				21		吸引器の電源を切る キュウイン キ デンゲン キ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				22		吸引チューブを連結管から外し保管容器に戻す、または単回使用の場合は原則として破棄する キュウイン レンケツ カン ハズ ホカン ヨウキ モド タン カイ シヨウ バアイ ハキ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				23		手袋をはずす（手袋を着用している場合）		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				24		実地研修協力者に吸引終了の声かけを行い、姿勢を整える シュウリョウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				25		吸引物及び実地研修協力者の状態を観察する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				26		実地研修協力者の吸引前の状態と吸引後の状態変化を観察する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ キュウイン マエ ジョウタイ キュウイン ゴ ジョウタイ ヘンカ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				27		手洗いをする テアラ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP6
報告 ホウコク		28		吸引物及び実地研修協力者の状態を報告する キュウイン ブツ オヨ ジッチ チ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ ホウコク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				29		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP7
片付け カタヅ		30		吸引びんの排液量が70％～80％になる前に排液を捨てる キュウイン ハイエキ リョウ マエ ハイエキ ス		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				31		使用物品を速やかに後片付けまたは交換する シヨウ ブッピン アトカタヅ コウカン		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP8
記録 キロク		32		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		アの個数　計 コスウ ケイ						／３１		／３１		／３１		／３１		／３１

								※項目№２０を除く「ア」の個数を記入してください。 コウモク ノゾ コスウ キニュウ

		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン

		（　　 ）回目



		（　　 ）回目



		（　　 ）回目
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（別添１－４）

ア評価項目について手順通りに実施できている。

イ評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。

ウ評価項目を抜かした。（手順通りに実施できなかった。）

実施手順

　　回目 　　回目 　　回目 　　回目 　　回目

月　 日 月　 日 月　 日 月　 日 月　 日

： ： ： ： ：

1 医師の指示等の確認を行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

2 手洗いを行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

3 必要な物品を準備する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

4

指示された栄養剤（流動食）の種類・量・温度・時間を確認

する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

5 経管栄養の注入準備を行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

6

準備した栄養剤（流動食）を実地研修協力者（演習の場合は

演習シミュレーター）のもとに運ぶ

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

7

実地研修協力者に本人確認を行い、経管栄養の実施について

説明する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

8

注入する栄養剤（流動食）が実地研修協力者本人のものであ

るかを確認し、適切な体位をとり、環境を整備する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

9 経管栄養チューブに不具合がないか確認し、確実に接続する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

10注入を開始し、注入直後の様子を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

11注入中の表情や状態を定期的に観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

12注入中の実地研修協力者の体位を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

13注入物の滴下の状態を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

14挿入部からの栄養剤（流動食）のもれを確認する。 ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

15

注入中の実地研修協力者の状態（気分不快、腹部膨満感、お

う気・おう吐等）を観察する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

16

注入終了後はクレンメを閉め、経管栄養チューブの連結をは

ずす

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

17経管栄養チューブに白湯を注入し、状態を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

18半坐位の状態を保つ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

19注入後、実地研修協力者の状態を観察し、報告する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

20

体位交換が必要な実地研修協力者に対しては、異常が無けれ

ば体位変換を再開する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

21ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

STEP7

片付け

22使用物品を速やかに後片付けする ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

STEP8

記録

23

ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるよう

に記録する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

／２３ ／２３ ／２３ ／２３ ／２３

＊自由記載欄

STEP4

準備

基本研修（演習）評価票　　胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下）

受講№



受講者氏名



本票ページ数　　　　　　　　　　/

評価項目 評価

回数

月日

時間

（　　 ）回目



STEP5

実施

STEP6

報告

アの個数　計

（　　 ）回目



（　　 ）回目


Microsoft_Excel_______13.xlsx
Sheet1

		（別添１－４） ベッテン

		基本研修（演習）評価票　　胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下） キホン ケンシュウ エンシュウ ヒョウカヒョウ テキカ



								受講№				受講者氏名

		ア		評価項目について手順通りに実施できている。 ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

		イ		評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。 ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ				本票ページ数　　　　　　　　　　/ ホン ヒョウ カズ

		ウ		評価項目を抜かした。（手順通りに実施できなかった。） ヒョウカ コウモク ヌ テジュン ドオ ジッシ

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価 ヒョウカ

		回数 カイスウ						　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ						月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ

		時間 ジカン						：		：		：		：		：

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				3		必要な物品を準備する		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				4		指示された栄養剤（流動食）の種類・量・温度・時間を確認する シジ オンド		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				5		経管栄養の注入準備を行う		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				6		準備した栄養剤（流動食）を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ エンシュウ バアイ エンシュウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP5
実施 ジッシ		7		実地研修協力者に本人確認を行い、経管栄養の実施について説明する ケイカン エイヨウ ジッシ セツメイ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				8		注入する栄養剤（流動食）が実地研修協力者本人のものであるかを確認し、適切な体位をとり、環境を整備する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				9		経管栄養チューブに不具合がないか確認し、確実に接続する フグアイ カクニン カクジツ セツゾク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				10		注入を開始し、注入直後の様子を観察する チュウニュウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				11		注入中の表情や状態を定期的に観察する		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				12		注入中の実地研修協力者の体位を観察する チュウニュウチュウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				13		注入物の滴下の状態を観察する チュウニュウ ブツ テキカ ジョウタイ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				14		挿入部からの栄養剤（流動食）のもれを確認する。		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				15		注入中の実地研修協力者の状態（気分不快、腹部膨満感、おう気・おう吐等）を観察する チュウニュウチュウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ キブン フカイ フクブ ボウマンカン キ ハ トウ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				16		注入終了後はクレンメを閉め、経管栄養チューブの連結をはずす チュウニュウ シュウリョウゴ シ ケイカン エイヨウ レンケツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				17		経管栄養チューブに白湯を注入し、状態を観察する ケイカン エイヨウ サユ チュウニュウ ジョウタイ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				18		半坐位の状態を保つ ハンザクライ ジョウタイ タモ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP6
報告 ホウコク		19		注入後、実地研修協力者の状態を観察し、報告する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ ホウコク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				20		体位交換が必要な実地研修協力者に対しては、異常が無ければ体位変換を再開する タイイ コウカン ヒツヨウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ タイ イジョウ ナ タイイ サイカイ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				21		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP7
片付け カタヅ		22		使用物品を速やかに後片付けする シヨウ スミ アトカタヅ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP8
記録 キロク		23		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		アの個数　計 コスウ ケイ						／２３		／２３		／２３		／２３		／２３



		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン

		（　　 ）回目



		（　　 ）回目



		（　　 ）回目
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（別添１－５）

ア評価項目について手順通りに実施できている。

イ評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。

ウ評価項目を抜かした。（手順通りに実施できなかった。）

実施手順

　　回目 　　回目 　　回目 　　回目 　　回目

月　 日 月　 日 月　 日 月　 日 月　 日

： ： ： ： ：

1 医師の指示等の確認を行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

2 手洗いを行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

3 必要な物品を準備する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

4

指示された栄養剤（流動食）の種類・量・温度・時間を確認

する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

5 経管栄養の注入準備を行う ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

6

準備した栄養剤（流動食）を実地研修協力者（演習の場合は

演習シミュレーター）のもとに運ぶ

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

7

実地研修協力者に本人確認を行い、経管栄養の実施について

説明する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

8

注入する栄養剤（流動食）が実地研修協力者本人のものであ

るかを確認し、適切な体位をとり、環境を整備する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

9 経管栄養チューブに不具合がないか確認し、確実に接続する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

10注入を開始し、注入直後の様子を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

11注入中の表情や状態を定期的に観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

12注入中の実地研修協力者の体位を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

13注入物の滴下の状態を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

14

注入中の実地研修協力者の状態（気分不快、腹部膨満感、お

う気・おう吐等）を観察する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

15

注入終了後はクレンメを閉め、経管栄養チューブの連結をは

ずす

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

16経管栄養チューブに白湯を注入し、状態を観察する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

17半坐位の状態を保つ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

18利用者の状態を食後しばらく観察し、看護職員に報告する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

19

体位交換が必要な実地研修協力者に対しては、異常が無けれ

ば体位変換を再開する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

20ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

STEP7

片付け

21使用物品を速やかに後片付けする ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

STEP8

記録

22

ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるよう

に記録する

ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ ア・イ・ウ

　　／２２ 　　／２２ 　　／２２ 　　／２２ 　　／２２

＊自由記載欄

STEP4

準備

基本研修（演習）評価票　　経鼻経管栄養

受講№



受講者氏名



本票ページ数　　　　　　　　　　/

評価項目 評価

回数

月日

時間

（　　 ）回目



STEP5

実施



STEP6

報告

アの個数　計

（　　 ）回目



（　　 ）回目


Microsoft_Excel_______14.xlsx
Sheet1

		（別添１－５） ベッテン

		基本研修（演習）評価票　　経鼻経管栄養 キホン ケンシュウ エンシュウ ヒョウカヒョウ



								受講№				受講者氏名

		ア		評価項目について手順通りに実施できている。 ヒョウカ コウモク テジュン ドオ ジッシ

		イ		評価項目について手順を抜かしたり、間違えたりした。 ヒョウカ コウモク テジュン ヌ マチガ				本票ページ数　　　　　　　　　　/ ホン ヒョウ カズ

		ウ		評価項目を抜かした。（手順通りに実施できなかった。） ヒョウカ コウモク ヌ テジュン ドオ ジッシ

		実施手順 ジッシ テジュン		評価項目 ヒョウカ コウモク				評価 ヒョウカ

		回数 カイスウ						　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ		　　回目 カイメ

		月日 ツキ ニチ						月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ		月　 日 ゲツ ヒ

		時間 ジカン						：		：		：		：		：

		STEP4
準備 ジュンビ		1		医師の指示等の確認を行う		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				2		手洗いを行う テアラ オコナ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				3		必要な物品を準備する		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				4		指示された栄養剤（流動食）の種類・量・温度・時間を確認する シジ オンド		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				5		経管栄養の注入準備を行う		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				6		準備した栄養剤（流動食）を実地研修協力者（演習の場合は演習シミュレーター）のもとに運ぶ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP5
実施
		7		実地研修協力者に本人確認を行い、経管栄養の実施について説明する ケイカン エイヨウ ジッシ セツメイ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				8		注入する栄養剤（流動食）が実地研修協力者本人のものであるかを確認し、適切な体位をとり、環境を整備する ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				9		経管栄養チューブに不具合がないか確認し、確実に接続する フグアイ カクニン カクジツ セツゾク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				10		注入を開始し、注入直後の様子を観察する チュウニュウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				11		注入中の表情や状態を定期的に観察する		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				12		注入中の実地研修協力者の体位を観察する チュウニュウチュウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				13		注入物の滴下の状態を観察する チュウニュウ ブツ テキカ ジョウタイ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				14		注入中の実地研修協力者の状態（気分不快、腹部膨満感、おう気・おう吐等）を観察する チュウニュウチュウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ ジョウタイ キブン フカイ フクブ ボウマンカン キ ハ トウ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				15		注入終了後はクレンメを閉め、経管栄養チューブの連結をはずす チュウニュウ シュウリョウゴ シ ケイカン エイヨウ レンケツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				16		経管栄養チューブに白湯を注入し、状態を観察する ケイカン エイヨウ サユ チュウニュウ ジョウタイ カンサツ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				17		半坐位の状態を保つ ハンザクライ ジョウタイ タモ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP6
報告 ホウコク		18		利用者の状態を食後しばらく観察し、看護職員に報告する リヨウシャ ジョウタイ ショクゴ カンサツ カンゴ ショクイン ホウコク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				19		体位交換が必要な実地研修協力者に対しては、異常が無ければ体位変換を再開する タイイ コウカン ヒツヨウ ジッチ ケンシュウ キョウリョクシャ タイ イジョウ ナ タイイ サイカイ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

				20		ヒヤリハット・アクシデントの有無を報告する ウム		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP7
片付け カタヅ		21		使用物品を速やかに後片付けする シヨウ スミ アトカタヅ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		STEP8
記録 キロク		22		ケアの実施の証明および今後のケアプランに活用できるように記録する ジッシ ショウメイ コンゴ カツヨウ キロク		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ		ア・イ・ウ

		アの個数　計 コスウ ケイ						　　／２２		　　／２２		　　／２２		　　／２２		　　／２２



		＊自由記載欄 ジユウ キサイ ラン

		（　　 ）回目



		（　　 ）回目



		（　　 ）回目










image1.emf
番号 確認項目等 確認資料の提出

✔記載

（県社協が記載）

1

施設の責任者及び職員が実地研修の実施に協力でき、所定の実地研修が実施できる体制がとれる

【別施設で行う場合は、承諾書を添付。他法人で行う場合は、契約書と承諾書を添付】

施設全体の本研修の体制が

わかる業務方法書等

□

施設内に指導看護師養成講習や医療的ケア教員講習を修了した者がいること □

※看護師とは、厚生労働大臣が交付する看護師免許証を所持する者（要確認）

※１人以上の指導看護師の配置が可能であること

指導看護師の下、介護職員が実習を行うことができるか

※指導ができる勤務態勢ができているか、複数いる場合は、全員分を添付する

4 研修受講生が、基本研修または医療的ケアの科目（50時間）を修了している

基本研修修了証（写）、H27

以降の養成校卒業証明書

（写）等

□

利用者（利用者に同意する能力がない場合には、その家族）が、たんの吸引等の実地研修の実施と

当該施設の組織的対応について施設長から説明を受け、それを理解した上で、指導看護師の下、実

地研修を受けている介護職員等が当該行為について実習を行うことについて書面による同意を得る

ことができる。

※要注意：行為を行う項目は実習予定対象者（研修協力者）が複数名いること

同意書（写）

□

実習予定対象者数 ： たんの吸引（口腔） 人 □

　　　　　〃　　　　　 ： たんの吸引（鼻腔） 人 □

　　　　　〃　　　　　 ： たんの吸引（気管カニューレ） 人 □

　　　　　〃　　　　　 ： 経管栄養（胃ろうまたは腸ろう） 人 □

　　　　　〃　　　　　 ： 経管栄養（経鼻経管栄養） 人 □

配置医または、実施施設と連携できる医師から指導看護師に対し、書面による必要な指示を得ること

ができる

※医療、介護等の関係者による連携体制がとれているか

たんの吸引等が必要な利用者毎にアセスメントに基づく施設サービス計画書を作成できる

□

※サービス担当者会議を実施（記録含む）できる

□

8

たんの吸引等の行為について、医師・指導看護師及び介護職員等が参加の下、個別介護計画・個

別介護（吸引等）マニュアル（手順書）を作成できる

たん吸引等の個別介護計画

（写）を１例分

□

9

たんの吸引等の行為については、医師に承認された介護職員等が指導看護師の指導の下、承認さ

れた行為について行う

【上記１、６で確認】

□

利用者の健康状態について、施設長、配置医または実習施設と連携できる医師、指導看護師、介護

職員等が情報交換を行い、連携が図れる体制整備ができている

※心身の状況に関する情報の共有、看護職員による定期的な状態の確認等

※モニタリング記録を含む

たんの吸引・経管栄養実施に関する一般的な手順書が作成されている

※研修に関する手順書はテキストとなるが、通常業務の中での手順書を指す。

施設長の統括の下で、たんの吸引等に関係する関係者からなる安全委員会を設置できる

※実習施設の施設長が最終的な責任を持って安全の確保を行うため

ヒヤリ・ハット事例の蓄積分析など実施体制の評価、検証を行うことができる

※たんの吸引等の関係者からなる安全委員会が実施する

14 施設内感染の予防等、安全・衛生面の管理に十分注意できる

感染症対策マニュアル

※新型コロナ感染症について

もできるだけ付けること

□

緊急時の手順書を作成しており、夜間・緊急時等に配置医または、施設と連携している医師、指導看

護師との連携体制が構築できる

※訓練を定期的に行うことができる

16 指示書や指導助言の記録、実施の記録を作成し、適切に管理・保管することができる

【上記１、６で確認】

□

17 医療機関、保健所、消防署等地域の関係機関との日頃からの連絡支援体制がとれている

【上記１で確認】

□

18

過去５年以内に、都道府県から介護保険法第９１条の２に基づく勧告、命令及び第９２条に基づく指定

の効力の停止を受けたことがない

←１８がある場合は実施でき

ません

◎

19 受講者を対象とした損害賠償保険に加入していること

保険証書（写）

□

全て☑されているか

全体項目確認

□

可 ・ 否

（様式第４号）



実地研修実施体制確認表

↓可否と添付書類の確認をする

可 ・ 否

（施設が記入）

2 可 ・ 否

看護師等免許（写）及び指導

者講習修了書（写）等

□

3 可 ・ 否

【上記１、２で確認】

□

可 ・ 否

可 ・ 否

5

可 ・ 否

行為を行う項目は２人以上必

要



※実施も２人以上に行う必要

があります

6 可 ・ 否

上記５の対象者の指示書

（写）



【上記１で確認】

□

7 可 ・ 否

サービス計画書（写）・サービ

ス担当者会議録（写）等（各

一部）

※療養病棟においても同様

の書類が必要となる

可 ・ 否

10 可 ・ 否

ケース会議等記録（写）・モニ

タリニング記録（写）等（各一

部）

※療養病棟においても同様

の書類が必要となる

□

11 可 ・ 否

研修する項目すべての手順

書

□

12 可 ・ 否

安全委員会の設置のわかる

資料（設置要綱等）

□

13 可 ・ 否

直近の安全委員会議事録

（写）

□

施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務担当者名： 電話番号：

可 ・ 否

15 可 ・ 否

緊急時対応（夜間時を含む）

マニュアル

□

可 ・ 否

可 ・ 否

可 ・ 否

可 ・ 否

※上記のすべての要件を満たさない場合、喀痰吸引等実地研修に適合していることにはなりません

「確認資料の提出」に記載されている書類については、すべて添付が必要です（（一部）となっているものについては、代表となるもの一部のみ

添付で可）。年度内に研修が修了しない場合は、次年度以降、業務計画書等のすべての書類の再提出を要します。


Microsoft_Excel_______.xlsx
Sheet1

		（様式第４号） ヨウシキ ダイ ゴウ

				実地研修実施体制確認表 ジッチ ケンシュウ ジッシ タイセイ カクニンヒョウ

						↓可否と添付書類の確認をする カヒ テンプ ショルイ カクニン

		番号 バンゴウ		確認項目等 カクニン コウモク トウ		可 ・ 否
（施設が記入）				確認資料の提出 カクニン シリョウ テイシュツ		✔記載
（県社協が記載） キサイ ケン シャキョウ キサイ

		1		施設の責任者及び職員が実地研修の実施に協力でき、所定の実地研修が実施できる体制がとれる【別施設で行う場合は、承諾書を添付。他法人で行う場合は、契約書と承諾書を添付】  シセツ セキニンシャ オヨ ショクイン ジッチ ケンシュウ ジッシ キョウリョク ショテイ ジッチ ケンシュウ ジッシ タイセイ ベツ シセツ オコナ バアイ ショウダクショ テンプ タ ホウジン オコナ バアイ ケイヤクショ ショウダクショ テンプ		可 ・ 否				施設全体の本研修の体制がわかる業務方法書等 シセツ ゼンタイ ホン ケンシュウ タイセイ ギョウム ホウホウショ トウ		□

		2		施設内に指導看護師養成講習や医療的ケア教員講習を修了した者がいること シセツナイ シドウ カンゴシ ヨウセイコウシュウ イリョウテキ キョウイン コウシュウ シュウリョウ モノ		可 ・ 否				看護師等免許（写）及び指導者講習修了書（写）等 カンゴシ トウ メンキョ シャ オヨ シドウシャ コウシュウ シュウリョウショ シャ トウ		□

				※看護師とは、厚生労働大臣が交付する看護師免許証を所持する者（要確認） カンゴシ コウセイ ロウドウ ダイジン コウフ カンゴシ メンキョショウ ショジ モノ ヨウカクニン								□

				※１人以上の指導看護師の配置が可能であること ニンイジョウ シドウ カンゴシ ハイチ カノウ

		3		指導看護師の下、介護職員が実習を行うことができるか シドウ カンゴシ モト カイゴ ショクイン ジッシュウ オコナ		可 ・ 否				【上記１、２で確認】 ジョウキ カクニン		□

				※指導ができる勤務態勢ができているか、複数いる場合は、全員分を添付する シドウ キンム タイセイ フクスウ バアイ ゼンイン ブン テンプ

		4		研修受講生が、基本研修または医療的ケアの科目（50時間）を修了している ケンシュウ ジュコウセイ キホン ケンシュウ イリョウテキ カモク ジカン シュウリョウ		可 ・ 否				基本研修修了証（写）、H27以降の養成校卒業証明書（写）等 キホン ケンシュウ シュウリョウショウ ウツ イコウ ヨウセイコウ ソツギョウショウメイショ ウツ トウ		□

		5		利用者（利用者に同意する能力がない場合には、その家族）が、たんの吸引等の実地研修の実施と当該施設の組織的対応について施設長から説明を受け、それを理解した上で、指導看護師の下、実地研修を受けている介護職員等が当該行為について実習を行うことについて書面による同意を得ることができる。
※要注意：行為を行う項目は実習予定対象者（研修協力者）が複数名いること リヨウシャ リヨウシャ ドウイ ノウリョク バアイ カゾク キュウイン トウ ジッチ ケンシュウ ジッシ トウガイ シセツ ソシキテキ タイオウ シセツチョウ セツメイ ウ リカイ ウエ シドウ カンゴシ モト ジッチ ケンシュウ ウ カイゴ ショクイン トウ トウガイ コウイ ジッシュウ オコナ ショメン ドウイ エ ヨウ チュウイ コウイ オコナ コウモク ジッシュウヨテイタイショウシャ ケンシュウ キョウリョクシャ フクスウ メイ		可 ・ 否				同意書（写） ドウイショ ウツ		□

				実習予定対象者数 ： たんの吸引（口腔） ジッシュウ ヨテイ タイショウシャ スウ キュウイン コウクウ				人 ニン		行為を行う項目は２人以上必要

※実施も２人以上に行う必要があります コウイ オコナ コウモク ニン イジョウ ヒツヨウ ジッシ ニン イジョウ オコナ ヒツヨウ		□

				　　　　　〃　　　　　 ： たんの吸引（鼻腔） キュウイン ビクウ				人 ニン				□

				　　　　　〃　　　　　 ： たんの吸引（気管カニューレ） キュウイン キカン				人 ニン				□

				　　　　　〃　　　　　 ： 経管栄養（胃ろうまたは腸ろう） ケイカン エイヨウ イ チョウ				人 ニン				□

				　　　　　〃　　　　　 ： 経管栄養（経鼻経管栄養） ケイカン エイヨウ ケイ ハナ ケイカン エイヨウ				人 ニン				□

		6		配置医または、実施施設と連携できる医師から指導看護師に対し、書面による必要な指示を得ることができる ハイチ イ ジッシ シセツ レンケイ イシ シドウ カンゴシ タイ ショメン ヒツヨウ シジ エ		可 ・ 否				上記５の対象者の指示書（写）

【上記１で確認】 ジョウキ タイショウシャ シジショ ウツ ジョウキ		□

				※医療、介護等の関係者による連携体制がとれているか イリョウ カイゴ トウ カンケイシャ レンケイ タイセイ

		7		たんの吸引等が必要な利用者毎にアセスメントに基づく施設サービス計画書を作成できる キュウイン トウ ヒツヨウ リヨウシャ ゴト モト シセツ ケイカクショ サクセイ		可 ・ 否				サービス計画書（写）・サービス担当者会議録（写）等（各一部）
※療養病棟においても同様の書類が必要となる ケイカクショ ウツ タントウ シャ カイギロク ウツ トウ カク イチブ リョウヨウ ビョウトウ ドウヨウ ショルイ ヒツヨウ		□

				※サービス担当者会議を実施（記録含む）できる タントウシャ カイギ ジッシ キロク フク								□

		8		たんの吸引等の行為について、医師・指導看護師及び介護職員等が参加の下、個別介護計画・個別介護（吸引等）マニュアル（手順書）を作成できる キュウイン トウ コウイ イシ シドウ カンゴシ オヨ カイゴ ショクイン トウ サンカ モト コベツ カイゴ ケイカク コベツ カイゴ キュウイン トウ テジュンショ サクセイ		可 ・ 否				たん吸引等の個別介護計画（写）を１例分 キュウイン トウ コベツ カイゴ ケイカク ウツ レイ ブン		□

		9		たんの吸引等の行為については、医師に承認された介護職員等が指導看護師の指導の下、承認された行為について行う キュウイン トウ コウイ イシ ショウニン カイゴ ショクイン トウ シドウ カンゴシ シドウ モト ショウニン コウイ オコナ		可 ・ 否				【上記１、６で確認】 ジョウキ		□

		10		利用者の健康状態について、施設長、配置医または実習施設と連携できる医師、指導看護師、介護職員等が情報交換を行い、連携が図れる体制整備ができている リヨウシャ ケンコウ ジョウタイ シセツチョウ ハイチ イ ジッシュウ シセツ レンケイ イシ シドウ カンゴシ カイゴ ショクイン トウ ジョウホウ コウカン オコナ レンケイ ハカ タイセイ セイビ		可 ・ 否				ケース会議等記録（写）・モニタリニング記録（写）等（各一部）
※療養病棟においても同様の書類が必要となる カイギ トウ ウツ キロク ウツ トウ カク		□

				※心身の状況に関する情報の共有、看護職員による定期的な状態の確認等 テキ

				※モニタリング記録を含む

		11		たんの吸引・経管栄養実施に関する一般的な手順書が作成されている キュウイン ケイカン エイヨウ ジッシ カン イッパンテキ テジュンショ サクセイ		可 ・ 否				研修する項目すべての手順書 ケンシュウ コウモク テジュンショ		□

				※研修に関する手順書はテキストとなるが、通常業務の中での手順書を指す。 ケンシュウ カン テジュンショ ツウジョウ ギョウム ナカ テジュンショ サ

		12		施設長の統括の下で、たんの吸引等に関係する関係者からなる安全委員会を設置できる シセツチョウ トウカツ モト キュウイン トウ カンケイ カンケイシャ アンゼン イインカイ セッチ		可 ・ 否				安全委員会の設置のわかる資料（設置要綱等） アンゼン イインカイ セッチ シリョウ セッチ ヨウコウ トウ		□

				※実習施設の施設長が最終的な責任を持って安全の確保を行うため ジッシュウ シセツ シセツチョウ サイシュウテキ セキニン モ アンゼン カクホ オコナ

		13		ヒヤリ・ハット事例の蓄積分析など実施体制の評価、検証を行うことができる ジレイ チクセキ ブンセキ ジッシ タイセイ ヒョウカ ケンショウ オコナ		可 ・ 否				直近の安全委員会議事録（写） チョッキン アンゼン イインカイ ギジロク ウツ		□

				※たんの吸引等の関係者からなる安全委員会が実施する キュウイン トウ カンケイシャ アンゼン イインカイ ジッシ

		14		施設内感染の予防等、安全・衛生面の管理に十分注意できる シセツナイ カンセン ヨボウトウ アンゼン エイセイメン カンリ ジュウブンチュウイ		可 ・ 否				感染症対策マニュアル
※新型コロナ感染症についてもできるだけ付けること カンセンショウ タイサク シンガタ カンセンショウ ツ		□

		15		緊急時の手順書を作成しており、夜間・緊急時等に配置医または、施設と連携している医師、指導看護師との連携体制が構築できる キンキュウジ テジュンショ サクセイ ヤカン キンキュウ ジトウ ハイチ イ シセツ レンケイ イシ シドウ カンゴシ レンケイ タイセイ コウチク		可 ・ 否				緊急時対応（夜間時を含む）マニュアル キンキュウジ タイオウ ヤカン ジ フク		□

				※訓練を定期的に行うことができる クンレン テイキテキ オコナ

		16		指示書や指導助言の記録、実施の記録を作成し、適切に管理・保管することができる シジショ シドウ ジョゲン キロク ジッシ キロク サクセイ テキセツ カンリ ホカン		可 ・ 否				【上記１、６で確認】 ジョウキ		□

		17		医療機関、保健所、消防署等地域の関係機関との日頃からの連絡支援体制がとれている イリョウ キカン ホケンショ ショウボウショ トウ チイキ カンケイ キカン ヒゴロ レンラク シエン タイセイ		可 ・ 否				【上記１で確認】 ジョウキ		□

		18		過去５年以内に、都道府県から介護保険法第９１条の２に基づく勧告、命令及び第９２条に基づく指定の効力の停止を受けたことがない カコ ネンイナイ トドウフケン カイゴ ホケンホウ ダイ ジョウ モト カンコク メイレイ オヨ ダイ ジョウ モト シテイ コウリョク テイシ ウ		可 ・ 否				←１８がある場合は実施できません バアイ ジッシ		◎

		19		受講者を対象とした損害賠償保険に加入していること ジュコウシャ タイショウ ソンガイ バイショウ ホケン カニュウ		可 ・ 否				保険証書（写） ホケンショウ ショ ウツ		□

				※上記のすべての要件を満たさない場合、喀痰吸引等実地研修に適合していることにはなりません ジョウキ ヨウケン ミ バアイ カクタン キュウイン トウ ジッチ ケンシュウ テキゴウ								全て☑されているか スベ

				「確認資料の提出」に記載されている書類については、すべて添付が必要です（（一部）となっているものについては、代表となるもの一部のみ添付で可）。年度内に研修が修了しない場合は、次年度以降、業務計画書等のすべての書類の再提出を要します。 カクニン シリョウ テイシュツ キサイ ショルイ テンプ ヒツヨウ イチブ ダイヒョウ イチブ テンプ カ ネンド ナイ ケンシュウ シュウリョウ バアイ ジネンドイコウ ギョウム ケイカクショ トウ ショルイ ヨウ								全体項目確認
□ ゼンタイ コウモク カクニン

				施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務担当者名： シセツ メイ ジム タントウシャ メイ						電話番号： デンワ バンゴウ








